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大
学
を
卒
業
し

て
、
は
や
20
年
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
る
。
卒
業
し
て

間
も
な
い
こ
ろ
、

勤
務
先
の
病
院
の
近
く
の
居
酒

屋
で
よ
く
一
杯
酒
を
飲
ん
だ
も

の
だ
。
居
酒
屋
は
、
い
つ
も
賑

や
か
で
笑
い
声
が
絶
え
る
こ
と

は
な
か
っ
た
と
思
う
。
客
の
誰

も
が
将
来
の
夢
に
充
ち
て
い

て
、
み
ん
な
楽
し
そ
う
だ
っ

た
。
当
時
の
日
本
は
バ
ブ
ル
前

夜
で
あ
っ
た
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
ほ
と
ん
ど
が
正
規
社
員
で
、

安
定
し
た
生
活
を
保
障
さ
れ
て

い
た
▼
日
本
経
済
低
迷
の
原
因

は
、
バ
ブ
ル
期
の
地
価
高
騰
と

そ
れ
に
対
す
る
投
資
に
あ
る
と

よ
く
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、
本

当
の
経
済
破
綻
は
す
で
に
バ
ブ

ル
前
夜
に
起
き
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
経
済
成
長
は
一
見
順

調
に
見
え
た
が
、
そ
の
中
身
は

確
実
に
破
綻
を
来
し
て
い
た
。

将
来
の
方
向
性
は
全
く
な
か
っ

た
し
、
輸
出
と
公
共
工
事
を
く

り
返
す
様
は
病
的
だ
っ
た
▼
当

時
を
振
り
返
り
、
面
白
い
逸
話

が
あ
る
。
私
に
は
、
高
校
を
卒

業
後
、
不
動
産
会
社
に
就
職
し

た
友
人
が
い
た
。
そ
の
友
人
と

阪
急
の
西
宮
北
口
駅
前
で
酒
を

飲
ん
だ
と
き
の
話
で
あ
る
。

「
今
度
、
会
社
か
ら
独
立
し
て

自
分
の
会
社
を
持
つ
こ
と
に
し

た
。
こ
の
裏
に
10
坪
の
土
地
が

あ
る
け
ど
５
千
万
円
で
買
う
」

と
話
し
て
い
た
。
20
代
後
半
の

若
者
が
、
５
千
万
も
の
高
額
の

金
を
右
か
ら
左
に
動
か
す
姿
は

異
常
だ
っ
た
。
そ
し
て
彼
は
、

「
額
に
汗
し
て
働
く
な
ん
て
く

だ
ら
な
い
。
金
を
右
か
ら
左
に

動
か
し
利
益
を
得
る
。
儲
け
は

大
き
い
」
と
言
っ
た
。
こ
の
友

人
は
今
、
行
方
不
明
で
あ
る
▼

日
本
は
、
今
こ
そ
着
実
で
建
設

的
な
将
来
像
を
持
つ
べ
き
で
あ

る
。
国
の
運
営
を
託
す
参
議
院

選
挙
が
７
月
11
日
に
行
わ
れ

る
。
一
人
の
一
票
は
重
い （
燈
）

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

２面
参院選特集
政党アンケート結果㊤

３面主張「私たちの願い実現を」

第77回評議員会特別講演・法政大学五十嵐仁氏
詳報「鳩山政権を診断する」

６面淡路支部・北播支部総会記念講演感想

８面診内研より
癌との鑑別からみた消化管非上皮性腫瘍の診断

研
面
究

　

協
会
は
６
月
５
日
に
「
保
険
で
よ
り
良
い
歯

科
医
療
を
」
兵
庫
連
絡
会
の
署
名
宣
伝
を
、
12

日
に
「
患
者
窓
口
負
担
大
幅
軽
減
」
と
「
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
即
時
廃
止
」
を
求
め
る
署

名
宣
伝
を
元
町
商
店
街
前
・
Ｊ
Ｒ
元
町
駅
前

で
、
２
週
連
続
で
行
っ
た
。
武
村
義
人
・
加
藤

擁
一
・
吉
岡
正
雄
各
副
理
事
長
や
口
分
田
勝
理

事
、
白
岩
一
心
先
生
ら
が
参
加
し
た
。

　

武
村
副
理
事
長
が
「
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
な
ど
先
進
諸
国
で
は
、
医

療
費
の
窓
口
負
担
は
無
料
か
低

額
が
ほ
と
ん
ど
」「
お
年
寄
り

や
子
ど
も
に
は
、
費
用
の
心
配

な
し
に
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
べ
き
」
と
訴
え
る
と
、

「
日
本
の
３
割
負
担
は
本
当
に

高
す
ぎ
る
」
と
、
駅
に
向
か
う

途
中
で
足
を
止
め
て
署
名
に
協

力
す
る
人
も
い
た
。

　

な
か
に
は
「
い
く
ら
署
名
を

集
め
て
も
無
駄
で
は
な
い
か
」

と
尋
ね
る
市
民
も
い
た
が
、

「
子
ど
も
の
医

療
費
無
料
化
推

進
の
署
名
は
、

県
下
各
自
治
体

で
成
果
を
あ
げ

て
い
る
」
と
答

え
る
と
、
納
得

し
て
署
名
に
応

じ
た
。

　

歯
科
宣
伝
で

は
、
吉
岡
副
理

事
長
ら
が
「
歯

科
治
療
の
保
険

の
利
く
範
囲
を

広
げ
よ
う
」「
子
ど
も
の
義
務

教
育
課
程
修
了
ま
で
の
医
療
費

と
高
齢
者
の
医
療
費
を
無
料

に
」
と
マ
イ
ク
で
訴
え
た
。

　

市
民
か
ら
は
「
歯
の
治
療
で

歯
科
医
院
に
通
っ
て
い
る
が
、

窓
口
で
払
う
治
療
費
が
高
く
て

大
変
。
保
険
で
で
き
る
治
療
を

増
や
し
て
ほ
し
い
」「
歯
医
者

さ
ん
自
ら
患
者
負
担
軽
減
の
運

動
を
さ
れ
て
い
る
の
は
あ
り
が

た
い
こ
と
」
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
た
。

（
白
岩
先
生
の
歯
科
宣
伝
参
加

記
を
６
面
に
掲
載
）

　

協
会
は
６
月
10
日
、
民
主
党

兵
庫
県
連
を
訪
れ
、「
患
者
負

担
大
幅
軽
減
」「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
即
時
廃
止
」
を
求

め
る
請
願
署
名
と
、
入
院
中
の

患
者
の
他
医
療
機
関
へ
の
受
診

の
取
り
扱
い
に
対

す
る
要
請
書
を
提

出
し
た
。

　

協
会
か
ら
は
川

西
敏
雄
理
事
が
参

加
し
、
県
連
側
か

ら
は
政
策
会
議
事

務
局
次
長
の
永
江

一
仁
氏
、
同
事
務

局
の
北
側
氏
ら
が

応
対
し
た
。

　

先
立
っ
て
行
わ

れ
た
６
月
３
日
の

国
会
要
請
行
動
の

際
、
面
談
を
行
っ

た
民
主
党
の
浜
本

宏
衆
院
議
員
の
仲
介
で
実
現
し

た
も
の
。

　

川
西
理
事
は
「
民
主
党
は
子

ど
も
手
当
や
高
校
授
業
料
無
償

化
な
ど
、
国
民
生
活
に
と
っ
て

良
い
政
策
を
実
行
さ
れ
て
い

る
。
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
も

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
通
り
即
時
廃
止

を
し
て
ほ
し
い
」
と
要
望
し

た
。

　

永
江
氏
は
「
最
近
は
子
ど
も

手
当
な
ど
に
つ
い
て
も
有
権
者

か
ら
批
判
の
声
が
多
い
。
お
褒

め
い
た
だ
け
る
と
、
自
信
を
持

っ
て
政
策
を
遂
行
で
き
る
。
し

か
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
廃
止
に
は
そ
れ
な
り
の
時
間

が
か
か
る
。
今
、
新
制
度
を
ど

う
す
る
の
か
議
論
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
だ
」
と
述
べ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
川
西
理
事
は

「
新
制
度
は
対
象
年
齢
を
75
歳

か
ら
65
歳
に
引
き
下
げ
る
も
の

で
、
反
対
せ
ざ
る
を
得
な
い
」

と
主
張
。
永
江
氏
は
、
患
者
負

担
大
幅
軽
減
や
、
入
院
中
の
他

医
療
機
関
へ
の
受
診
の
取
り
扱

い
に
対
す
る
要
請
も
含
め
「
県

連
の
政
策
会
議
を
経
て
党
本
部

に
上
げ
る
こ
と
に
な
る
」
と
し

て
、「
意
見
は
き
ち
ん
と
会
議

に
反
映
さ
せ
る
」
と
約
束
し

た
。

民主党県連に
署 名 提 出

入
院
患
者
の
他
医

受
診
規
制
撤
回
な
ど

FAX署名に600  筆超FAX署名に600  筆超

　

協
会
・
保
団
連
は
、
７
月

の
参
議
院
選
挙
と
２
０
１
１

年
度
税
制
改
正
論
議
に
向

け
、
①
社
会
保
険
診
療
報
酬

に
対
す
る
事
業
税
の
非
課
税

措
置
と
、
②
「
４
段
階
税

制
」（
租
税
特
別
措
置
法
26

条
、
67
条
）
の
存
続
を
求

め
、
会
員
署
名
を
呼
び
か
け

て
い
る
。

　

政
府
は
２
０
１
０
年
度

「
税
制
改
正
大
綱
」
に
お
い

て
、
両
措
置
の
見
直
し
を
盛

り
込
ん
で
い
た
。
兵
庫
協
会

は
、「
こ
れ
ま
で
社
会
保
険

診
療
報
酬
に
係
る
事
業
税
に

つ
い
て
は
、
医
業
の
も
つ
高

度
な
公
益
性
に
照
ら
し
て
、

長
年
に
わ
た
り
非
課
税
と
さ

れ
て
き
た
」「『
４
段
階
税

制
』
も
、
長
年
に
わ
た
る
低

医
療
費
政
策
の
も
と
で
公
益

性
の
高
い
医
院
の
経
営
を
支

え
、
地
域
診
療
に
専
念
す
る

た
め
の
重
要
な
税
制
と
し
て

機
能
し
て
い
る
」
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
存
続
を
求
め
る

署
名
を
６
月
14
日
よ
り
会
員

へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
し
た
。
６
月

21
日
時
点
で
す
で
に
６
２
１

人
か
ら
協
力
を
得
て
お
り
、

署
名
の
「
わ
た
し
の
一
言
」

欄
に
は
存
続
を
求
め
る
切
実

な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

集
ま
っ
た
署
名
は
、
国
会

議
員
や
関
係
省
庁
へ
提
出
す

る
。

「
わ
た
し
の
一
言
」

・
開
業
以
来
30
年
間
26
条
を

利
用
し
て
き
た
。
変
え
る
と

言
わ
れ
た
ら
廃
院
を
考
え
ざ

る
を
得
な
い
。 

（
垂
水
区
）

・
事
業
税
の
非
課
税
措
置
、

４
段
階
税
制
の
設
置
時
の
社

会
事
情
を
考
え
て
見
れ
ば
、

今
何
ゆ
え
に
廃
止
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
理

由
は
な
い
。 

（
芦
屋
市
）

・
現
状
で
増
税
と
な
れ
ば
多

く
の
医
療
機
関
の
運
営
に
支

障
を
き
た
す
こ
と
は
明
ら

か
。
一
層
の
医
療
崩
壊
が
進

行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 

（
垂
水
区
）

・
事
業
税
が
社
会
保
険
診
療

報
酬
に
か
か
る
と
す
れ
ば
、

診
療
行
為
は
商
業
と
い
う
こ

と
に
な
る
。 

（
高
砂
市
）

・
経
営
基
盤
の
弱
体
化
が
進

む
中
、
事
業
税
の
発
生
や
今

後
消
費
税
を
上
げ
る
と
、
本

当
に
地
域
に
尽
く
す
診
療
所

は
倒
れ
ま
す
。 

（
洲
本
市
）

「廃止は医院運営に支障」

いずれもＢ５版カラー24頁
追加注文は、☎078－393－1807まで

マイクで訴える武村副理事長
（上奥）と署名を呼びかける口
分田理事（同右端）（12日、元
町駅前）。白衣姿でチラシを
配る吉岡副理事長（下左）と歯
科の現状を訴える白岩先生
（同右）（５日、元町商店街前）

「お医者さん自身が運動、うれしい」

川西理事（右）が県連の永江氏に署名を提出

４～５面

３面候補者との懇談②③

新パンフを活用下さい！
保
団
連
発
行
・
兵
庫
協
会
企
画
編
集

まだの先生はご協力くださいまだの先生はご協力ください

「
後
期
医
療
即
時
廃
止
」「
保
険
で
良
い
歯
科
」

「
後
期
医
療
即
時
廃
止
」「
保
険
で
良
い
歯
科
」なな
どど
２
週
連
続
で
街
頭
宣
伝

２
週
連
続
で
街
頭
宣
伝

「事業税非課税、４段階税制の存続を」
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設問 民主党／三橋真記 国民新党／宮本一三 社民党／原和美
①医療費の総枠を拡大
し、診療報酬を緊急に
再改定することについ
て

【その他】中医協で議論するものであり、政
治の介入になじまないと考える。

【賛成】医師の質を確保するために、診療報
酬の増額を行うべきである。

【賛成】医師の過酷な労働現場、診療科目や
病院そのものの閉鎖により、多くの国民が満足
に診療を受けられずに健康への不安を抱える実
態を生み出してきたからです。

②混合診療の解禁では
なく、保険給付の範囲
を拡大することについ
て

【その他】混合診療の解禁には基本的に反対
である。特定療養費制度の枠内で対応すべき。

【賛成】盛んに混合診療を主張する人がいる
が、それを許せば医療が金儲けの対象になる。
公的医療保険制度を拡充することで、医療費の
総枠を増やすべきだ。

【賛成】非営利原則の医療に営利企業が参入
し、所得に応じて受けられるサービスの差、大
きな医療格差が生じます。このままでは、国民
皆保険制度が崩壊し、日本の医療システムは存
亡の危機となるからです。

③国と大企業の責任
で、医療・社会保障給
付の水準を先進国並み
に引き上げることにつ
いて

【その他】大企業の定義が不明であるため、
解答しかねる。

【賛成】累進制をゆるめすぎた所得税や、減
税続きの法人税を元の水準にもどし、財源とす
べきである。

【賛成】日本は他の先進国に比べて医療費の
患者負担が一番高いと言われています。３割負
担をしているのは日本だけで、アメリカを除く
先進国は原則として医療費が無料だからです。

④保険でより良い歯科
医療を実現するため
に、歯科診療報酬を正
当に引き上げ、保険給
付の範囲を拡大するこ
とについて

【その他】中医協で議論するべきであり、政
治の介入になじまない。

【賛成】歯科医療を充実するためには、保険
給付の範囲の拡大が必要である。

【賛成】医科と歯科の診療報酬の格差につい
ては、歯科の診療報酬が医科以上に低く据え置
かれ、30年以上も診療報酬が変わらない診療行
為があることも問題だからです。

⑤患者窓口負担を大幅
に軽減し、まず子ども
と高齢者は無料にする
ことについて

【その他】財政上の課題があるため、きちん
とした制度設計が不可欠であり、慎重に議論す
べきである。

【その他】医療費の窓口負担の軽減は必要で
あるが、無料となると大きな財源が必要とな
り、今日すぐには難しい。後期高齢者医療制度
を廃止して、新しい医療制度にすることと併せ
て軽減策を検討すべきであろう。

【賛成】医療的ケアがもっとも重要とされる
年齢層の子どもと高齢者にとって、家計に占め
る医療費の高比率は極めて深刻だからです。

⑥後期高齢者医療制度
をただちに廃止するこ
とについて

【その他】制度の移行のためには、準備及び
検討期間が必要と考える。

【賛成】後期高齢者医療制度はただちに廃止
すべきである。元の制度に早急に戻したうえ
で、高齢者への思いやりのある新しい制度を時
間をかけて検討すべきである。

【賛成】ただでさえ医療を必要とする高齢者
を75歳という年齢で差別し、新たな負担を強要
する当該制度ほど人権を無視したものはないか
らです。

⑦健診やワクチン接種
など公衆衛生の充実を
国の責任でおこなうこ
とについて

【その他】国に努力を働きかけたい。 【賛成】公衆衛生の充実は、当然国の責任で
行うべきものである。

【賛成】健診やワクチンの無料化を進めると
ともに、感染症患者の受け皿となる地域の医療
機関の基盤強化を急がなければならないからで
す。

⑧高すぎる国保保険料
（税）を引き下げ、短期
保険証や資格証明書の
発行をやめることにつ
いて

【その他】国保の財政状況は、個々に異な
り、一概に言えない。

【その他】保険料は現状を維持した上で、低
所得者への配慮を徹底すべきである。

【賛成】被保険者のみ負担している現制度で
は加入者負担があまりに多すぎます。国民皆保
険の本来の理念に立ち返った正しい運用が必要
だからです。

⑨医師、看護師、助産
師などマンパワー不足
を解決することについ
て

【賛成】今の医療崩壊を食い止めるためには
必ず必要であるため。

【賛成】医師などの質の確保のためにも、過
酷な労働条件を改善すべきであり、増員が必要
である。

【賛成】社会保障費の抑制や診療報酬の引き
下げによって人員不足も深刻化し、結果多くの
国民が満足に診療を受けられず、健康に不安を
抱えている実態があるからです。

⑩介護報酬を引き上
げ、介護保険制度を改
善することについて

【その他】関係する審議会で議論され、検討
されるべきものである。

【賛成】介護従事者の給与水準の引き上げ
と、人員の拡充をするために、介護報酬の引き
上げは必要である。

【賛成】良質な介護サービスの確保、介護労
働者の低賃金改善のためには、介護報酬の引き
上げを含む介護保険制度の改正が急務だからで
す。また、利用料や保険料の引き上げにならな
いよう国の費用負担割合を増やすべきだからで
す。

⑪消費税増税をせず、
大企業の内部留保を社
会に還元することにつ
いて

【その他】大企業の定義が不明確であるた
め、回答しかねる。

【賛成】大企業への法人税を元の水準に戻す
べきである。減税続きの法人税で大企業には内
部留保がかなりある。

【賛成】消費税の増税より、高額所得者や大
企業への課税強化が必要です。さらに、大企業
は内部留保を財源とした安定雇用の実現に努め
るべきだからです。

⑫自主共済制度である
保険医休業保障制度を
保険業法の適用除外に
することについて

【その他】関係する審議会で議論され、検討
されるべきである。

【賛成】各種団体が適正に運営する自主共済
制度は、保険業法の適用除外にするべきだと考
える。

【賛成】非営利の自主共済と営利目的の民間
保険とを同一扱いすることは正しくなく、助け
合い共済や自主共済は当然のこととして適用除
外にすべきだからです。

⑬平和憲法を守り、普
天間基地の「国外移
転」をアメリカに交渉
することについて

【その他】平和憲法の定義が不明確である。 【その他】「普天間」の沖縄県内への移設で
のアメリカとの合意は現状ではやむを得ない面
もあるが、「国外」あるいは「県外」へのアメリ
カとの交渉は、今後もねばり強く続けるべきと
考える。

【賛成】過度の沖縄への基地負担を軽減しな
ければなりません。普天間基地の閉鎖・返還を
求め、辺野古への新基地建設などの基地機能強
化を阻止しなければならないからです。

　協会政策部は７月の参議院選挙に向け、各
政党にアンケートを実施した。締切日までに
民主党、国民新党、社民党、日本共産党、幸
福実現党から回答を得たので、２回に分けて
掲載する。※民主党は２人の候補を擁立して
いるため、アンケートは同党兵庫県連の判断
で三橋氏から回答を得た。

政党アンケート結果政党アンケート結果㊤㊤
参
院
選　

参
院
選　

　

特
集

　

特
集
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窓
口
負
担
軽
減
も
行
う
べ
き

だ
」
と
強
調
し
た
。

　

財
源
に
つ
い
て
は
「
こ
の
10

年
間
、
日
本
は
ほ
と
ん
ど
経
済

成
長
を
し
て
い
な
い
。
雇
用
者

報
酬
も
下
が
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
大
企
業
の
内
部
留
保
だ
け

は
倍
に
増
え
て
い
る
。
こ
う
し

た
状
況
に
も
関
わ
ら
ず
、
財
界

は
国
際
競
争
力
を
理
由
に
、
さ

ら
に
法
人
税
を
減
税
し
ろ
と
要

求
し
て
い
る
。
余
力
の
あ
る
大

企
業
は
内
部
留
保
を
活
用
し

て
、
正
規
雇
用

を
拡
大
し
、
賃

上
げ
で
内
需
を

拡
大
す
べ
き
。

法
人
税
を
き
ち

ん
と
払
う
の
は

大
企
業
の
社
会

的
責
任
だ
」
と

主
張
し
た
。

　

ま
た
、「
国

会
は
数
が
モ
ノ

を
言
う
世
界
だ

が
、
政
治
で
は
道
理
と
国
民
の

運
動
や
世
論
が
力
を
持
つ
と
い

う
こ
と
も
事
実
。実
際
、自
公
政

権
時
代
、
政
府
は
医
師
不
足
を

『
偏
在
』だ
と
し
て
い
た
が
、
国

会
論
戦
の
中
で『
絶
対
数
不
足
』

と
見
解
を
改
め
さ
せ
た
」
と
、

共
産
党
の
役
割
を
強
調
し
た
。

　

普
天
間
基
地
移
設
問
題
に
つ

い
て
は
「
い
よ
い
よ
無
条
件
撤

去
し
か
な
い
」
と
述
べ
、「
政

府
は
『
海
兵
隊
は
抑
止
力
』
な

額
を
行
う
べ
き
だ
」
と
し
、

「
一
方
で
、
今
の
制
度
で
は
、

診
療
報
酬
を
上
げ
れ
ば
、
患
者

窓
口
負
担
も
上
が
っ
て
し
ま

う
。
そ
も
そ
も
日
本
の
窓
口
負

担
３
割
は
異
常
で
、
診
療
報
酬

の
大
幅
プ
ラ
ス
改
定
と
と
も
に

　

堀
内
氏
は
医
療
費
の
総
枠
拡

大
に
つ
い
て
「
今
回
の
診
療
報

酬
改
定
で
は
、
政
権
交
代
で
期

待
さ
れ
た
プ
ラ
ス
改
定
に
は
ほ

ど
遠
か
っ
た
。
こ
れ
で
は
医
療

崩
壊
を
食
い
止
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
再
改
定
で
、
大
幅
増

日本共産党
堀内　照文氏

膨
大
な
内
部
留
保
活
用
し

医
療
費
総
枠
拡
大
実
現
を

候補者との
懇談②

以
来
の
不
景
気
で
、
企
業
に
と

っ
て
は
、
内
部
留
保
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
正
社
員
の
解
雇
を
し

な
く
て
済
ん
で
い
る
と
い
う
状

況
だ
と
思
う
。
今
の
不
況
下

で
、
企
業
に
更
な
る
負
担
を
求

め
る
の
は
得
策
で
は
な
い
。
現

在
で
も
、
企
業
の
負
担
が
高

く
、
海
外
に
生
産
拠
点
を
移
し

て
い
る
企
業
が
多
く
、
こ
れ
以

上
の
負
担
を
求
め
れ
ば
そ
の
流

れ
が
加
速
し
て
し
ま
う
」
と
述

べ
た
。

　

最
後
に
高
木
氏
は
「
私
も
妹

を
難
病
で
亡
く
し
て
い
る
。
そ

の
時
の
医
師
を
は
じ
め
、
医
療

関
係
者
の
努
力
を
身
を
も
っ
て

感
じ
た
。
ま
た
、
医
師
の
友
人

も
み
ん
な
大
変
そ
う
だ
。
先
生

方
の
努
力
に
感

謝
し
た
い
」
と

述
べ
た
。

（
聞
き
手
・
加

藤
擁
一
、
武
村

義
人
両
副
理
事

長
、
森
下
順

彦
、
川
西
敏
雄

両
理
事
）

た
。

　

医
療
費
の
総
枠
拡
大
に
つ
い

て
は
「
最
終
的
な
政
策
と
し
て

総
枠
拡
大
を
行
う
こ
と
に
つ
い

て
は
反
対
で
は
な
い
が
、
今
の

よ
う
な
財
政
赤
字
の
下
で
は
、

医
療
制
度
を
存
続
さ
せ
る
こ
と

も
難
し
く
な
る
。
ま
ず
は
、
景

気
拡
大
と
人
口
増
政
策
で
財
政

赤
字
を
解
消
す
る
こ
と
が
大
切

だ
」
と
強
調
し
た
。

　

医
療
、
社
会
保
障
の
財
源
に

つ
い
て
「
４
０
０
兆
円
も
の
内

部
留
保
を
抱
え
て
い
る
大
企
業

に
応
分
の
負
担
を
さ
せ
て
、
医

療
や
社
会
保
障
の
財
源
と
す
る

こ
と
は
可
能
で
は
な
い
か
」
と

い
う
協
会
の
主
張
に
対
し
て

は
、「
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

力
を
入
れ
て
い
る
」
と
訴
え

幸福実現党
高木よしあき氏

財
政
赤
字
の
解
消
は

景
気
拡
大
と
人
口
増
で

候補者との
懇談③

の
労
働
分
配
率
は
先
進
国
最
高

水
準
」
と
し
て
賃
金
引
き
上
げ

を
否
定
す
る
な
ど
大
企
業
中
心

の
成
長
戦
略
と
な
っ
て
い
る
。

◇
研
究
部　

日
本
集
中
治
療
学

会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
協

力
を
了
承
。
千
葉
協
会
発
行
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
ワ
ク
チ
ン
行

政
を
問
う
」
が
出
席
理
事
に
配

布
・
紹
介
さ
れ
た
。

◇
政
策
部　

参
議
院
選
挙
対
策

（
開
業
医
要
求
案
、
候
補
者
と

の
懇
談
、
選
挙
政
策
座
談
会
の

開
催
）
が
承
認
さ
れ
、
企
業
の

内
部
留
保
に
関
す
る
資
料
が
紹

介
さ
れ
た
。

◇
税
経
部　

措
置
法
26
条
・
67

条
、
事
業
税
非
課
税
存
続
を
求

め
る
取
り
組
み
と
し
て
「
会
員

署
名
」
の
実
施
、「
財
務
大
臣

へ
の
要
請
」
が
了
承
さ
れ
た
。

ま
た
、
消
費
税
廃
止
各
界
連
絡

会
・
消
費
税
を
な
く
す
会
会
費

各
１
万
円
執
行
に
つ
い
て
提

案
、
承
認
さ
れ
た
。

（
６
月
12
日　

理
事
会
よ
り
）

◇
出
席　

33
人

◇
情
勢　

①
厚
労
省
は
一
部
の

先
進
的
な
医
療
に
限
っ
て
混
合

診
療
を
認
め
る
「
先
進
医
療
制

度
」
を
見
直
し
、
容
認
対
象
と

な
る
治
療
法
と
医
療
機
関
を
増

や
す
方
針
を
発
表
。
②
鳩
山
首

相
が
退
陣
。
新
首
相
に
菅
直
人

前
財
務
大
臣
が
就
任
。
朝
日
新

聞
の
世
論
調
査
で
は
、
民
主
党

の
支
持
率
が
上
昇
し
、
13
ポ
イ

ン
ト
増
の
33
％
。
自
民
党
は
３

ポ
イ
ン
ト
減
の
17
％
、
み
ん
な

の
党
も
４
ポ
イ
ン
ト
減
の
５

％
。
③
経
産
省
は
「
産
業
構
造

ビ
ジ
ョ
ン
」
を
発
表
。
法
人
３

税
を
40
％
か
ら
25
％
に
下
げ
る

こ
と
や
医
療
な
ど
を
「
今
後
の

日
本
経
済
を
担
う
五
つ
の
戦
略

分
野
」
と
位
置
づ
け
、
医
療
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
促
進
な
ど
す
る
こ

と
を
盛
り
込
む
一
方
、「
日
本

タ
ー
や
解
説
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、

ハ
ガ
キ
署
名
付
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ

ッ
シ
ュ
、
ハ
ガ
キ
署
名
回
収
ボ

ッ
ク
ス
（
医
院
窓
口
設
置
用
）

な
ど
、
署
名
グ
ッ
ズ
も
取
り
そ

ろ
え
て
お
り
ま
す
。
医
院
窓
口

な
ど
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
追

加
の
お
申
し
込
み
は
、
何
部
か

ら
で
も
結
構
で
す
。

　

「
患
者
負
担
大
幅
軽
減
」

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
即
時

廃
止
」
を
求
め
る
署
名
に
引
き

続
き
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
ポ
ス

期
待
に
応
え
ら
れ
な
か
っ
た

責
任
は
大
き
い
。
自
公
政
権

と
同
様
に
、
米
軍
・
大
企
業

優
先
の
政
治
か
ら
脱
却
す
る

姿
勢
を
持
ち
得
な
か
っ
た
こ

と
が
根
本
の
原
因
で
あ
る
。

　

代
わ
っ
て
登
場
し
た
菅
内

閣
も
、
こ
の
点
で
の
反
省
が

見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ

か
、
早
々
と
消
費
税
増
税
を

廃
や
医
療
費
窓
口
負
担
の
軽

減
に
ど
う
応
え
る
の
か
、
明

瞭
で
な
い
。

　

政
権
交
代
時
に
掲
げ
た

「
医
療
費
の
先
進
国
並
み
引

き
上
げ
」
の
公
約
実
現
も
含

め
、
こ
の
選
挙
で
強
く
実
行

を
迫
っ
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
協
会
「
休
業
保
障
制

度
」
な
ど
、
自
主
共
済
再
開

　

参
議
院
選
挙

の
投
票
日
が
７

月
11
日
と
決
ま

っ
た
。
昨
年
の

政
権
交
代
後
、

初
め
て
の
国
政
選
挙
で
あ

る
。

　

こ
の
選
挙
の
争
点
は
、
政

権
交
代
後
の
政
権
の
評
価

と
、
今
後
の
日
本
の
進
路
で

あ
る
。「
自
公
政
権
ノ
ー
」
を

突
き
つ
け
た
昨
年
の
国
民
の

審
判
に
沿
っ
て
、
政
治
を
前

進
さ
せ
る
の
か
、
そ
れ
と
も

逆
戻
り
さ
せ
る
の
か
が
問
わ

れ
る
重
要
な
選
挙
で
あ
る
。

　

鳩
山
前
内
閣
は
、
自
ら
掲

げ
た
公
約
を
ほ
と
ん
ど
裏
切

る
結
果
と
な
り
、
国
民
の
怒

り
の
声
で
退
陣
し
た
。
と
り

わ
け
、
沖
縄
米
軍
基
地
問

題
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

や
労
働
者
派
遣
法
な
ど
の
暮

ら
し
の
問
題
、「
政
治
と
カ

ネ
」
の
問
題
な
ど
で
国
民
の

ら
の
新
党
が
、
二
大
政
党
へ

の
対
抗
軸
と
な
る
政
策
を
持

ち
合
わ
せ
て
い
る
の
か
、
吟

味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
つ
の
パ
ン
フ
活
用
し
よ
う

　

私
た
ち
の
願
い
を
託
す
に

は
、
や
は
り
、
医
療
・
社
会

保
障
の
た
め
に
、
大
企
業
の

社
会
的
責
任
を
追
及
で
き
る

勢
力
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

　

私
た
ち
は
、
今
回
の
選
挙

で
会
員
に
訴
え
る
二
つ
の
政

策
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
ど
う
す

る
？　

日
本
の
医
療
費
」

「『
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医

療
』
で
『
健
康
増
進
社
会
』

へ
」
を
作
成
し
た
。
政
党
、

候
補
者
を
見
極
め
る
上
で
参

考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

私
た
ち
の
一
票
は
政
治
を
変

え
る
力
を
持
つ
。
政
治
を
前

に
進
め
る
た
め
、
ぜ
ひ
投
票

に
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

の
手
立
て
も
早
急
に
求
め
る

も
の
で
あ
る
。

　

さ
ま
ざ
ま
な「
新
党
」が
マ

ス
コ
ミ
か
ら
第
三
極
と
持
ち

上
げ
ら
れ
て
い
る
の
も
、
今

回
の
選
挙
の
特
徴
で
あ
る
。

私
た
ち
は
、
民
意
を
正
し
く

反
映
し
な
い「
二
大
政
党
制
」

に
は
反
対
で
あ
る
が
、
こ
れ

私
た
ち
の

願
い
実
現
を

参議院選挙

打
ち
出
し
、
基
地
問
題
で
は

辺
野
古
移
設
を
明
確
に
す
る

な
ど
、
国
民
に
な
お
一
層
の

苦
難
を
押
し
つ
け
る
姿
勢
で

あ
る
。

　

菅
首
相
は
所
信
表
明
で

「
強
い
社
会
保
障
」
と
言
っ

た
が
、
私
た
ち
の
求
め
る
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
撤

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

西
崎　

敬
四
郎
先
生

東
灘
区　

眼
科

６
月
５
日　

享
年
77
歳

会
員
訃
報

ど
と
言
っ
て
い
る
が
、
１
年
の

う
ち
大
半
を
中
東
に
派
遣
さ
れ

て
い
る
部
隊
が
な
ぜ
抑
止
力
な

の
か
。
結
局
、
民
主
党
も
自
民

党
と
同
じ
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
に

モ
ノ
が
言
え
な
い
。
共
産
党
は

は
っ
き
り
と
ア
メ
リ
カ
と
の
軍

事
同
盟
を
友
好
条
約
に
切
り
替

え
よ
う
と
提
案
し
て
い
る
」
と

主
張
し
た
。

（
聞
き
手
・
小
島
修
司
副
理
事

長
）

　

高
木
氏
は
、「
こ
の
間
の
世

論
調
査
で
、
国
民
が
望
ん
で
い

る
政
策
を
見
る
と
、
景
気
・
雇

用
対
策
が
１
位
、
そ
れ
に
続
く

の
が
子
育
て
支
援
だ
。
こ
れ
ら

の
分
野
と
国
防
に
関
す
る
政
策

に
は
、
幸
福
実
現
党
も
非
常
に

新署名にご協力下さい新署名にご協力下さい
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署　

名

ポ
ス
タ
ー
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第77回評議員会特別講演 詳報

　

５
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
第
77
回
評
議
員
会
で
の
、
五
十

嵐
仁
氏
（
法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
所
長
）
に
よ
る

特
別
講
演
「
鳩
山
政
権
を
診
断
す
る―

日
本
政
治
の
現
状
と

課
題
を
ど
う
見
る
か
」
の
詳
録
を
掲
載
す
る
。（
肩
書
き
は

講
演
時
点
で
の
も
の
）

「
腐
っ
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
」と

「
腐
っ
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
」と

「
ま
ず
い
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
」

「
ま
ず
い
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
」

自
民
党
の
下
野
と

自
民
党
の
下
野
と

鳩
山
政
権
誕
生
の
意
義

鳩
山
政
権
誕
生
の
意
義

　

昨
年
８
月
30
日
、
総
選
挙
で

政
権
交
代
が
起
こ
っ
た
。
国
民

が
民
主
党
を
選
ん
だ
意
味
を
例

え
る
な
ら
、「
と
り
あ
え
ず
ビ

ー
ル
」
と
し
て
の
政
権
交
代

だ
。
自
民
党
政
治
に
嫌
気
が
さ

し
た
国
民
が
、
緊
急
避
難
先
と

し
て
選
ん
だ
の
が
民
主
党
政
権

だ
っ
た
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら

国
民
は
腰
を
据
え
て
何
を
飲
む

か
を
選
ぶ
時
期
に
入
る
。

　

ま
た
、
総
選
挙
の
前
に
民
主

党
と
自
民
党
の
違
い
に
つ
い

て
、「
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と
ラ
イ

ス
カ
レ
ー
で
、
見
た
目
は
違
う

が
味
は
同
じ
だ
」
と
い
う
例
え

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
自
民
党

は
「
腐
っ
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
」

だ
。
国
民
は
そ
れ
を
食
べ
て
お

腹
を
壊
し
て
い
た
。
こ
れ
以
上

食
べ
続
け
れ
ば
命
に
関
わ
る

と
、
民
主
党
の
「
ま
ず
い
ラ
イ

ス
カ
レ
ー
」
に
代
え
た
。
味
は

悪
い
け
れ
ど
、
病
気
に
な
る
こ

と
は
な
い
。
こ
う
し
て
、
政
権

が
変
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

自
民
党
が
下
野
し
て
、
政
権

交
代
し
た
意
義
は
非
常
に
大
き

い
。
一
方
で
、
民
主
党
が
政
権

に
つ
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
さ

ま
ざ
ま
な
評
価
が

可
能
だ
。
こ
の
二

つ
は
、
分
け
て
考

え
た
方
が
よ
い
。

　

自
民
党
が
政
権

を
去
っ
た
た
め

に
、
大
き
な
変
化

が
起
こ
っ
た
。
例

え
ば
、
そ
れ
ま
で

自
民
党
を
支
え
て

い
た
巨
大
な
業
界

団
体
や
利
益
団
体

が
自
民
党
か
ら
離

れ
た
。
特
徴
的
な

の
は
、
Ｊ
Ａ
全
中

が
共
産
党
の
代
表

を
大
会
に
呼
ん
で

あ
い
さ
つ
さ
せ
た

こ
と
だ
。
こ
ん
な

こ
と
は
、
こ
れ
ま

で
な
ら
考
え
ら
れ

熱
心
に
聞
き
入
る
参
加
者

な
か
っ
た
。
日
本
医
師
会
や
歯

科
医
師
会
が
自
民
党
の
候
補
者

を
推
薦
し
な
い
な
ど
、
対
応
が

変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は

自
民
党
が
下
野
し
た
政
治
的
影

響
だ
。
そ
う
い
う
点
で
は
、
自

民
党
が
政
権
を
追
い
出
さ
れ
た

意
味
は
大
き
い
。

　

他
方
で
、
民
主
党
が
政
権
に

つ
い
た
意
味
は
ど
れ
ほ
ど
あ
る

の
か
。
い
ろ
い
ろ
な
見
方
が
可

能
だ
が
、
自
公
政
権
で
は
で
き

な
か
っ
た
こ
と
を
行
っ
て
い
る

点
は
評
価
で
き
る
だ
ろ
う
。
民

主
党
の
政
策
に
つ
い
て
も
、

「
仕
分
け
」
が
必
要
だ
。「
実

行
し
て
も
ら
う
べ
き
政
策
」
と

「
実
行
し
て
も
ら
っ
て
は
困
る

政
策
」
を
見
分
け
て
、
必
要
な

も
の
は
実
現
を
迫
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
問
題
の
あ
る
政
策

は
批
判
し
、
実
行
さ
せ
て
は
な

ら
な
い
。

自
民
党
が
下
野
し
た
理
由

自
民
党
が
下
野
し
た
理
由

　

鳩
山
政
権
は
こ
の
よ
う
な
新

自
由
主
義
的
構
造
改
革
か
ら
の

鳩
山
政
権
の
政
策
転
換
と

鳩
山
政
権
の
政
策
転
換
と

そ
の
限
界

そ
の
限
界

　

自
民
党
が
下
野
し
た
の
は
、

二
つ
の
自
民
党
政
治
が
拒
否
さ

れ
た
た
め
だ
。
一
つ
は
「
古
い

自
民
党
政
治
」
だ
。
政
官
財
が

癒
着
し
て
官
僚
主
導
の
政
治
運

営
が
行
わ
れ
、
族
議
員
が
官
僚

と
一
体
に
な
っ
て
国
家
財
政
を

食
い
物
に
し
て
き
た
。
こ
れ
を

支
え
て
き
た
二
つ
の
柱
が
「
反

共
主
義
」
と
「
開
発
主
義
」

だ
。

　

し
か
し
、
１
９
９
０
年
く
ら

い
か
ら
、
そ
の
前
提
条
件
が
崩

れ
始
め
た
。
ま
ず
、
旧
ソ
連
・

東
欧
諸
国
の
崩
壊
に
よ
っ
て

「
反
共
主
義
」
が
説
得
力
を
持

た
な
く
な
っ
た
。
新
た
に
北
朝

鮮
が
登
場
し
た
が
、
旧
ソ
連
に

比
べ
れ
ば
脅
威
の
レ
ベ
ル
が
全

然
違
う
。
90
年
頃
に
バ
ブ
ル
経

済
が
崩
壊
し
、「
右
肩
上
が
り

の
時
代
」
が
去
る
と
と
も
に
、

「
開
発
主
義
」
も
力
を
失
い
始

め
た
。

　

そ
こ
で
、
支
配
体
制
を
立
て

直
そ
う
と
し
て
出
て
き
た
の

が
、
も
う
一
つ
の
「
新
し
い
自

民
党
政
治
」
で
あ
る
「
新
自
由

主
義
的
構
造
改
革
」
だ
。
し
か

し
、
こ
れ
も
失
敗
し
た
。
そ
の

結
果
、
自
民
党
政
権
を
長
年
支

え
て
き
た
利
益
団
体
や
農
村
の

支
持
基
盤
が
掘
り
崩
さ
れ
た
。

　

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
貧
困
と

格
差
の
拡
大
と
い
う
重
大
な
社

会
問
題
を
生
み
出
し
た
。
そ
れ

が
表
面
化
し
た
の
は
05
〜
06
年

だ
が
、
貧
困
と
格
差
の
拡
大
は

そ
れ
以
前
か
ら
始
ま
っ
て
い

た
。
95
年
に
当
時
の
日
経
連

（
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
）
が

「
新
時
代
の
『
日
本
的
経

営
』」
を
発
表
し
た
頃
か
ら
、

構
造
改
革
は
始
ま
っ
て
い
る
。

自
殺
者
が
３
万
人
を
超
え
た
の

が
97
年
。
98
年
に
は
生
産
年
齢

人
口
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
そ
の

後
ず
っ
と
減
り
続
け
て
い
る
。

こ
の
頃
に
、
日
本
社
会
は
壊
れ

始
め
た
。
そ
し
て
、
小
泉
氏
が

首
相
に
な
っ
た
の
が
01
年
。
彼

は
「
自
民
党
を
ぶ
っ
壊
す
」
と

言
っ
て
登
場
し
て
き
た
が
、
自

民
党
だ
け
で
な
く
社
会
全
体
を

ぶ
っ
壊
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ

が
明
瞭
に
表
面
化
し
て
き
た
の

が
、
05
〜
06
年
だ
っ
た
。

転
換
を
志
向
し
て
い
る
が
、
離

脱
は
し
て
い
な
い
。
鳩
山
首
相

は
09
年
10
月
の
臨
時
国
会
で
の

所
信
表
明
演
説
で
、「
市
場
に

す
べ
て
を
任
せ
、
強
い
者
だ
け

が
生
き
残
れ
ば
よ
い
と
い
う
発

想
や
、
国
民
の
暮
ら
し
を
犠
牲

に
し
て
も
、
経
済
合
理
性
を
追

求
す
る
と
い
う
発
想
が
も
は
や

成
り
立
た
な
い
こ
と
も
明
ら
か

で
す
」
と
述
べ
、
市
場
原
理
主

義
は
も
う
通
用
し
な
い
こ
と
を

認
め
た
。

　

し
か
し
、
新
自
由
主
義
の
名

残
が
各
所
に
残
っ
て
い
る
。
例

え
ば
「
事
業
仕
分
け
」
だ
。
民

間
仕
分
け
人
の
人
選
は
、
旧
大

蔵
省
Ｏ
Ｂ
で
構
造
改
革
を
推
進

し
た
民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク
「
構

想
日
本
」
の
加
藤
秀
樹
代
表
に

任
さ
れ
、
そ
こ
に
は
福
井
秀
夫

・
政
策
研
究
大
学
院
大
学
教
授

な
ど
、
構
造
改
革
を
主
導
し
た

人
物
も
含
ま
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、「
仕
分
け
」
の
中
身

に
つ
い
て
も
、
本
来
増
や
さ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
予
算
が
減
ら

さ
れ
て
い
る
。
効
率
を
最
優
先

し
、
と
に
か
く
財
源
を
絞
り
だ

そ
う
と
い
う
発
想
が
間
違
っ
て

い
る
。
本
来
は
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う

話
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。

国
民
生
活
へ
の
支
援

国
民
生
活
へ
の
支
援

評
価
で
き
る
が
不
十
分

評
価
で
き
る
が
不
十
分

　

鳩
山
政
権
は
国
民
生
活
へ
の

直
接
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
不
十
分
さ
も
あ
る
が
、
そ

の
方
向
性
は
正
し
い
。
例
え

ば
、「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人

へ
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
基

づ
い
た
八
ッ
場
ダ
ム
な
ど
の
ダ

ム
建
設
の
中
止
、
中
小
企
業
金

融
円
滑
化
法
に
よ
る
中
小
企
業

へ
の
支
援
、
小
泉
構
造
改
革
の

象
徴
と
言
わ
れ
た
郵
政
民
営
化

の
見
直
し
（
郵
政
株
売
却
凍
結

法
）。
家
計
へ
の
直
接
的
支
援

と
し
て
の
母
子
加
算
の
復
活
、

子
ど
も
手
当
、
高
校
授
業
料
の

実
質
無
償
化
な
ど
は
基
本
的
に

評
価
で
き
る
。

　

ま
た
、
自
公
政
権
が
積
み
残

し
た
課
題
の
解
決
も
評
価
で
き

る
。
労
働
者
派
遣
法
改
正
や
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
開

始
、
公
設
派
遣
村
の
実
施
な
ど

労
働
者
へ
の
支
援
、
Ｊ
Ｒ
不
採

用
問
題
で
の
和
解
、
被
爆
者
・

肝
炎
患
者
・
水
俣
病
患
者
の
認

定
や
補
償
に
関
す
る
訴
訟
で
の

和
解
な
ど
、
不
十
分
さ
は
あ
る

が
、
自
公
政
府
が
放
置
し
て
き

た
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
て

い
る
。「
事
業
仕
分
け
」
に
つ

い
て
も
、
国
家
財
政
支
出
構
造

の
洗
い
直
し
と
組
み
換
え
を
国

民
の
目
の
前
で
行
っ
た
こ
と
は

評
価
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
書
か
れ
て

い
た
が
、
先
送
り
さ
れ
て
い
る

も
の
も
あ
る
。
こ
れ
は
「
す
ぐ

に
実
施
す
べ
き
も
の
」「
十
分

な
検
討
を
行
っ
て
か
ら
実
施
す

べ
き
も
の
」「
実
施
し
て
は
い

け
な
い
も
の
」
に
分
け
て
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

す
ぐ
に
実
施
す
べ
き
も
の

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

廃
止
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の

応
益
負
担
の
廃
止
だ
。
夫
婦
別

姓
や
取
り
調
べ
過
程
の
可
視

化
、
外
国
人
の
地
方
参
政
権
な

ど
は
い
ず
れ
実
施
す
べ
き
だ
ろ

う
。

　

実
施
す
べ
き
で
な
い
の
は
、

内
閣
法
制
局
長
官
を
含
む
官
僚

答
弁
の
禁
止
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
「
国
会
改
革
」、
社
会
保
障

な
ど
の
国
の
責
任
を
投
げ
出
す

「
地
域
主
権
改
革
」
な
ど
だ
。

　

国
会
議
員
の
定
数
削
減
や
公

務
員
の
２
割
削
減
も
行
う
と
し

公費負担医療等の手引き
　　　保団連発行　2009年８月版
Ｂ５判　会員特価2,000円（送料別）
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て
い
る
が
、
日
本
は
国
際
的
に

み
れ
ば
公
務
員
は
多
く
な
い
。

国
会
を
見
て
い
る
と
確
か
に
い

ら
な
い
議
員
も
い
る
が
、
議
員

定
数
を
削
減
す
れ
ば
、
そ
う
い

う
人
だ
け
が
残
り
、
必
要
な
人

が
排
除
さ
れ
る
可
能
性
も
あ

る
。

　

ま
た
「
地
域
主
権
改
革
」

は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム

を
後
退
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
。

住
ん
で
い
る
場
所
に
よ
っ
て
受

け
ら
れ
る
社
会
保
障
な
ど
の
水

準
が
違
う
と
い
う
こ
と
で
は
困

る
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
、
国
が
行
う
べ
き
こ

と
も
あ
る
。
社
会
保
障
な
ど
は

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
を
確

保
す
る
た
め
に
も
国
が
責
任
を

持
つ
べ
き
だ
ろ
う
。

「
政
治
と
カ
ネ
」の
問
題

「
政
治
と
カ
ネ
」の
問
題

　

旧
体
制
・
勢
力
の
巻
き
返
し

が
、
今
一
番
大
き
な
問
題
だ
。

巻
き
返
し
の
材
料
に
使
っ
て
い

る
の
が
「
政
治
と
カ
ネ
」
の
問

題
で
あ
り
、
こ
れ
が
鳩
山
政
権

の
大
き
な
弱
点
に
な
っ
て
い

る
。
小
沢
氏
の
秘
書
や
鳩
山
氏

の
秘
書
が
逮
捕
さ
れ
た
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
政
治
責
任
を
問

わ
れ
て
も
当
然
だ
。
市
民
の
感

覚
か
ら
す
れ
ば
、
お
か
し
な
こ

と
だ
ら
け
だ
。
し
か
し
、
同
時

に
、
検
察
が
本
人
を
起
訴
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う

事
実
も
あ
る
。

　

小
沢
幹
事
長
は
政
治
倫
理
審

査
会
に
逃
げ
込
も
う
と
し
て
い

る
。
政
治
倫
理
審
査
会
は
こ
れ

ま
で
ほ
と
ん
ど
未
公
開
で
行
わ

れ
、
政
治
家
の
間
で
は
「
み
そ

ぎ
」
の
場
所
と
し
て
利
用
さ
れ

て
き
た
。
自
民
党
の
谷
垣
総
裁

は
「
非
公
開
の
場
所
で
話
を
し

た
か
ら
と
い
っ
て
疑
惑
が
晴
れ

る
わ
け
で
は
な
い
」
と
批
判
し

て
い
る
が
、
一
番
利
用
者
の
多

か
っ
た
の
が
自
民
党
だ
。
橋
本

元
首
相
の
１
億
円
ヤ
ミ
献
金
疑

惑
な
ど
、
政
界
を
揺
る
が
し
た

大
き
な
問
題
も
非
公
開
の
政
治

倫
理
審
査
会
で
幕
引
き
が
は
か

ら
れ
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
が
い
ま
だ

に
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
、
日

本
政
治
の
大
き
な
問
題
だ
。
そ

れ
を
な
く
す
た
め
に
は
、
企
業

・
団
体
献
金
を
禁
止
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
、
各

党
が
受
け
取
っ
て
い
る
政
党
助

成
金
は
、
企
業
・
団
体
献
金
の

廃
止
を
前
提
に
作
ら
れ
た
制
度

だ
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま

だ
に
企
業
・
団
体
献
金
は
廃
止

さ
れ
て
い
な
い
。
こ
ん
な
二
重

取
り
は
許
さ
れ
な
い
。

普
天
間
基
地
移
設
問
題
は

普
天
間
基
地
移
設
問
題
は

撤
去
し
か
な
い

撤
去
し
か
な
い

　

も
う
一
つ
、
鳩
山
政
権
の
弱

点
と
し
て
沖
縄
の
「
普
天
間
基

地
移
設
問
題
」
が
あ
る
。
こ
の

問
題
は
、
こ
の
ま
ま
長
引
け

ば
、
次
第
に
在
日
米
軍
全
体
が

問
題
に
な
り
、
日
米
安
保
を
問

う
よ
う
な
議
論
に
な
る
だ
ろ

う
。
そ
も
そ
も
、
日
本
を
守
る

と
い
う
名
目
で
日
米
安
保
は
締

結
さ
れ
た
が
、
今
の
沖
縄
は
ア

メ
リ
カ
軍
の
「
対
テ
ロ
戦
争
」

の
た
め
の
出
撃
基
地
に
な
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ

て
、
普
天
間
基
地
の
必
要
性
は

そ
ん
な
に
高
く
な
い
の
で
は
な

い
か
。
今
、
ア
メ
リ
カ
軍
は
普

天
間
に
１
万
８
千
人
の
米
軍
が

い
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
沖
縄

県
が
行
っ
た
調
査
で
は
実
際
は

１
万
２
千
人
し
か
い
な
い
。
そ

の
う
ち
８
千
人
は
米
軍
再
編
で

グ
ア
ム
に
移
る
。
そ
う
な
る
と

４
千
人
し
か
沖
縄
に
は
残
ら
な

い
。
し
か
も
、
米
軍
部
隊
は
常

時
イ
ラ
ク
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

に
出
撃
し
て
お
り
、
実
際
に
基

地
に
残
っ
て
い
る
の
は
も
っ
と

少
な
い
。
だ
か
ら
、
鳩
山
首
相

は
正
々
堂
々
と
「
出
て
行
っ
て

く
れ
」
と
、
ア
メ
リ
カ
に
言
え

ば
よ
い
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
は
以
前
、
ア

メ
リ
カ
軍
の
ク
ラ
ー
ク
空
軍
基

地
、
ス
ー
ビ
ッ
ク
海
軍
基
地
が

あ
っ
た
が
、
ク
ラ
ー
ク
空
軍
基

地
は
ピ
ナ
ツ
ボ
火
山
の
噴
火
に

よ
る
被
害
で
閉
鎖
し
た
。
ス
ー

ビ
ッ
ク
海
軍
基
地
は
上
院
で
基

地
使
用
延
長
決
議
が
否
決
さ

れ
、
撤
去
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

何
の
問
題
も
起
こ
っ
て
い
な

い
。

　

さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
が
対
テ

ロ
戦
争
の
た
め
に
造
っ
た
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
南
部
の
ハ
ナ
バ
ド

空
軍
基
地
も
撤
去
さ
れ
た
。
ク

ー
デ
タ
ー
が
起
き
た
キ
ル
ギ
ス

で
も
、
米
軍
の
空
軍
基
地
が
撤

去
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
ど

ち
ら
も
中
央
ア
ジ
ア
の
国
に
あ

る
米
軍
基
地
で
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

績
」
だ
ろ
う
。
鳩
山
首
相
が
ぐ

ず
ぐ
ず
し
て
い
る
う
ち
に
、
沖

縄
も
本
土
の
世
論
も
普
天
間
基

地
の
辺
野
古
へ
の
移
設
反
対
で

固
ま
っ
た
。
沖
縄
で
は
、
辺
野

古
移
設
容
認
派
だ
っ
た
仲
井
真

県
知
事
ま
で
、
反
対
に
回
っ

た
。
こ
こ
ま
で
来
た
ら
、
も
う

県
内
移
設
は
不
可
能
だ
。

　

鳩
山
首
相
は
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ

ス
に
行
っ
て
、「
も
う
無
理

だ
。
無
条
件
撤
去
し
か
な
い
」

と
言
え
ば
よ
い
。
こ
れ
を
す
れ

ば
鳩
山
首
相
は
歴
史
に
名
を
残

す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
し
、
逆

に
、
そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
大

き
な
汚
点
を
残
す
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。

労
働
と
生
活
の
立
て
直
し

労
働
と
生
活
の
立
て
直
し

　

政
府
は
、
労
働
者
派
遣
法
の

改
正
法
案
を
国
会
に
提
出
し

て
、
そ
の
成
立
を
目
指
し
て
い

る
。
基
本
的
に
は
、
労
働
者
派

遣
業
へ
の
規
制
強
化
を
図
る
も

の
だ
が
、
常
用
型
の
製
造
業
派

遣
を
容
認
す
る
と
か
、
専
門
26

業
務
を
例
外
扱
い
し
て
、
こ
れ

ま
で
通
り
派
遣
を
容
認
す
る
な

ど
の
「
抜
け
穴
」
が
あ
る
と
批

判
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
こ

れ
は
大
き
な
問
題
で
、
国
会
審

議
の
な
か
で
是
正
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
廃
案
と
い
う
こ
と

に
な
れ
ば
、
現
状
が
そ
の
ま
ま

残
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
を
避
け

る
た
め
に
は
、
今
国
会
で
ま
ず

成
立
さ
せ
、
そ
の
後
改
善
し
て

い
く
し
か
方
法
が
な
い
と
思

う
。
労
働
政
策
の
立
案
に
は
政

・
労
・
使
が
関
わ
っ
て
い
る
か

ら
だ
。「
使
」
が
入
っ
て
い
る

か
ら
、
ど
う
し
て
も
「
抜
け

穴
」
が
で
き
て
し
ま
う
。
と
り

あ
え
ず
「
原
則
禁
止
」
を
う
た

っ
た
法
律
を
成
立
さ
せ
、
そ
の

後
も
引
き
続
き
、「
抜
け
穴
」

を
ふ
さ
ぐ
努
力
を
す
る
し
か
な

い
だ
ろ
う
。

消
費
税
増
税
問
題
を

消
費
税
増
税
問
題
を

ど
う
考
え
る
か

ど
う
考
え
る
か

　

消
費
税
増
税
の
動
き
も
見
逃

せ
な
い
。
な
ぜ
、
消
費
税
増
税

が
必
要
だ
と
さ
れ
て
い
る
か
と

い
え
ば
、
財
源
が
な
い
か
ら

だ
。
で
は
、
財
源
が
な
ぜ
な
い

の
か
。

　

一
つ
は
、
自
民
党
政
治
が
赤

字
を
拡
大
し
て
き
た
か
ら
だ
。

も
う
一
つ
は
、
景
気
が
悪
く
な

っ
て
国
民
生
活
が
逼
迫
し
、
税

収
が
減
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
こ

れ
を
解
決
す
る
た
め
に
、
鳩
山

政
権
は
「
埋
蔵
金
」
探
し
と
か

事
業
仕
分
け
で
財
源
を
捻
出
し

よ
う
と
し
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
の

額
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　

自
民
党
政
権
で
赤
字
が
増
え

た
の
は
、
お
金
の
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
取
ろ
う
と
し
な
い
で
、
な

い
と
こ
ろ
か
ら
取
ろ
う
と
し
た

か
ら
だ
。
所
得
税
の
累
進
税
率

を
弱
め
て
き
た
の
が
、
最
大
の

問
題
だ
。
１
９
７
４
年
に
は
19

段
階
も
あ
っ
た
税
率
が
６
段
階

に
な
り
、
最
高
税
率
は
75
％
だ

っ
た
の
に
40
％
に
減
っ
て
し
ま

っ
た
。
株
式
優
遇
税
制
も
行
わ

れ
て
い
る
。
07
年
に
任
天
堂
の

山
内
相
談
役
は
自
社
株
配
当
が

98
億
円
も
あ
っ
た
。
74
年
の
税

制
だ
っ
た
ら
91
億
円
が
税
金
と

し
て
取
ら
れ
る
が
、
今
で
は
10

億
円
し
か
取
ら
れ
な
い
。
こ
れ

で
は
税
収
が
減
る
の
は
当
た
り

前
だ
。

　

も
う
一
つ
は
、
大
企
業
優
遇

　

鳩
山
首
相
の
迷
走
の
結
果
、

国
民
の
民
主
党
へ
の
期
待
が
裏

切
ら
れ
、
民
意
が
行
き
場
を
失

い
、
浮
遊
し
だ
し
て
い
る
。
こ

の
民
意
を
ど
こ
が
受
け
止
め
る

の
か
、
争
奪
戦
が
始
ま
っ
た
。

参
議
院
選
挙
で
は
、
こ
の
民
意

に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
政
党

や
政
治
家
を
選
ば
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

同
時
に
、
民
主
党
に
も
要
求

を
ぶ
つ
け
、
叱
咤
し
な
け
れ
ば

民
意
争
奪
戦
と
し
て
の
参
院
選

民
意
争
奪
戦
と
し
て
の
参
院
選

税
制
に
よ
る
貯
め
込
み
だ
。
企

業
は
98
年
の
２
０
９
・
９
兆
円

か
ら
、
10
年
で
２
倍
の
４
２
８

・
６
兆
円
に
内
部
留
保
を
増
や

し
た
。
09
年
３
月
か
ら
12
月
ま

で
の
10
カ
月
で
上
位
20
社
は
１

兆
１
４
７
７
億
円
の
内
部
留
保

を
生
み
出
し
て
い
る
。
一
定
の

内
部
留
保
は
必
要
だ
が
、
２
０

０
兆
円
だ
っ
た
も
の
が
10
年
で

倍
と
い
う
の
は
べ
ら
ぼ
う
だ
。

や
は
り
貯
め
込
み
す
ぎ
だ
。

　

利
益
剰
余
金
の
使
い
道
は
、

設
備
投
資
、
内
部
留
保
、
株
式

配
当
、
従
業
員
の
給
与
だ
が
、

従
業
員
に
対
す
る
分
配
は
ほ
と

ん
ど
増
え
て
い
な
い
。
02
年
か

ら
07
年
ま
で
大
企
業
は
過
去
最

高
益
を
更
新
し
続
け
た
。
し
か

し
、
利
益
剰
余
金
の
ほ
と
ん
ど

は
株
式
配
当
と
内
部
留
保
に
ま

わ
さ
れ
、
従
業
員
の
給
与
は
据

え
置
か
れ
た
ま
ま
で
、
労
働
分

配
率
は
低
下
す
る
一
方
だ
っ

た
。

　

企
業
の
３
月
期
決
算
を
報
道

す
る
新
聞
紙
上
に
、
こ
ん
な
記

事
が
載
っ
た
。「
景
気
回
復　

企
業
に
明
る
さ―

ト
ヨ
タ
２
期

ぶ
り
黒
字
」。
大
企
業
は
春
闘

の
時
、「
な
い
袖
は
振
れ
な

い
」
と
言
う
。
し
か
し
、
決
算

は
黒
字
だ
か
ら
、「
振
る
」
こ

と
が
で
き
る
「
袖
」
は
あ
っ
た

の
だ
。
賃
上
げ
を
求
め
、
税
金

も
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

社
会
保
障
の
安
定
的
財
源
の

た
め
に
消
費
税
が
必
要
だ
と
い

う
主
張
が
あ
る
。
し
か
し
、
消

費
税
と
い
う
の
は
逆
進
性
が
高

い
。
低
所
得
者
の
負
担
割
合

は
、
高
額
所
得
者
の
負
担
割
合

に
比
べ
て
大
き
い
の
が
特
徴

だ
。
貧
困
が
増
大
し
て
い
る
と

き
に
負
担
を
増
や
せ
ば
、
ま
す

ま
す
景
気
は
悪
く
な
る
。
税
制

改
革
は
税
金
と
い
う
手
段
に
よ

る
所
得
の
再
分
配
だ
。
お
金
の

あ
る
と
こ
ろ
か
ら
税
金
を
取

り
、
支
援
が
必
要
な
人
に
再
分

配
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

民
主
党
は
消
費
税
増
税
に
つ

い
て
参
院
選
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

に
盛
り
込
む
か
ど
う
か
を
議
論

し
て
い
る
が
、
盛
り
込
ん
で
は

い
け
な
い
。
消
費
税
は
89
年
か

ら
３
％
と
い
う
税
率
で
導
入
さ

れ
、
97
年
か
ら
５
％
に
税
率
が

引
き
上
げ
ら
れ
た
。
消
費
税
を

導
入
し
た
89
年
の
参
議
院
選
挙

で
自
民
党
は
大
敗
し
、
宇
野
総

理
が
辞
任
に
追
い
込
ま
れ
た
。

税
率
を
上
げ
た
後
の
98
年
の
参

議
院
選
挙
で
も
自
民
党
は
大
敗

し
、
橋
本
総
理
が
辞
め
た
。
消

費
税
の
導
入
時
も
税
率
引
き
上

げ
の
時
も
、
政
府
の
ト
ッ
プ
は

責
任
を
取
ら
さ
れ
て
い
る
。
政

治
家
に
と
っ
て
は
、
非
常
に
恐

ろ
し
い
「
劇
薬
」
な
の
だ
。

　

こ
の
こ
と
を
、
民
主
党
は
分

か
っ
て
い
な
い
。
逆
に
、
自
民

党
は
こ
れ
を
狙
っ
て
い
る
。
民

主
党
が
消
費
税
増
税
を
掲
げ
て

選
挙
を
闘
え
ば
、
民
主
党
が
負

け
て
首
相
は
責
任
を
取
ら
さ
れ

る
だ
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
自

民
党
は
も
う
一
度
政
権
に
復
帰

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
期
待

し
て
い
る
。
民
主
党
は
自
民
党

の
「
口
車
」
に
乗
せ
ら
れ
て
は

い
け
な
い
。

な
ら
な
い
。
国
民
は
鳩
山
政
権

の
政
策
と
候
補
者
を
「
仕
分

け
」
し
て
、
働
き
か
け
を
行
う

必
要
が
あ
る
。
絶
対
に
、
民
主

党
が
頼
り
な
い
か
ら
と
い
っ
て

自
民
党
を
政
権
に
復
活
さ
せ
て

は
な
ら
な
い
。

　

今
回
の
選
挙
で
は
、
国
民
を

裏
切
り
、
迷
走
を
繰
り
返
す
民

主
党
へ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
与
え

る
必
要
が
あ
る
。
単
独
過
半
数

を
獲
得
し
て
、
や
り
た
い
放
題

や
れ
る
と
い
う
の
で
は
困
る
。

た
だ
し
、
民
主
党
を
甘
や
か
し

て
は
い
け
な
い
が
、
自
民
党
が

復
権
す
る
の
は
も
っ
と
困
る
。

非
民
主
・
反
自
民
と
い
う
民
意

を
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る

政
党
と
候
補
者
を
見
極
め
る
こ

と
が
必
要
だ
。

　

政
党
支
持
が
流
動
化
し
て
い

る
状
況
の
中
で
、
選
挙
互
助
会

の
よ
う
な
新
党
が
相
次
い
で
結

成
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

「
名
ば
か
り
新
党
」
に
つ
い
て

も
、
よ
く
政
策
と
実
態
を
見
極

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
決
し

て
、
新
し
い
と
い
う
だ
け
で
目

を
奪
わ
れ
て
は
い
け
な
い
。

　

今
は
、
歴
史
の
転
換
点
、
過

渡
期
だ
。
自
公
政
権
で
病
気
に

か
か
っ
た
社
会
を
ど
う
治
療
す

る
の
か
、
若
者
が
希
望
を
持
っ

て
働
け
る
社
会
に
ど
う
変
え
て

い
く
の
か
、
が
問
わ
れ
て
い

る
。
昨
年
の
政
権
交
代
に
よ
っ

て
最
悪
の
事
態
を
脱
出
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
可
能
性
が
生
ま

れ
た
。
今
度
の
参
議
院
選
挙
で

は
、
政
治
変
革
を
さ
ら
に
進
め

て
新
し
い
日
本
の
進
路
を
指
し

示
す
こ
と
の
で
き
る
政
党
、
政

治
家
を
選
ぶ
必
要
が
あ
る
。

　

政
治
は
「
明
日
の
天
気
」
で

は
な
い
。
私
た
ち
の
一
票
に
よ

っ
て
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
は
、
昨
年
の
総
選
挙
で
実

証
さ
れ
た
こ
と
だ
。
さ
ら
に
政

治
を
前
へ
進
め
、
も
っ
と
も
っ

と
よ
く
す
る
た
め
に
、
み
な
さ

ん
に
大
き
な
力
を
発
揮
し
て
ほ

し
い
。 

（
文
責　

編
集
部
）

タ
ン
で
の
「
対
テ
ロ

戦
争
」
の
最
前
線
基

地
だ
。
し
か
し
、
基

地
を
置
い
て
い
る
国

が
撤
去
を
求
め
れ

ば
、
ア
メ
リ
カ
軍
は

出
て
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
れ
が

国
と
国
の
正
常
な
関

係
な
の
だ
。
日
本
で

も
、
国
会
で
基
地
撤

去
の
決
議
を
上
げ
れ

ば
よ
い
。

　

基
地
撤
去
の
世
論

が
こ
こ
ま
で
高
ま
っ

た
の
は
、
皮
肉
に
も

鳩
山
首
相
の
「
功

　【いがらし　じん】1951年新潟県生まれ。1974年
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学。専門領域は政治学、戦後政治史、労働問題、労
働政治、選挙制度。『概説　現代政治－その動態と
理論』（法律文化社、1993年）、『労働政策』（日本経
済評論社、2008年）、『労働再規制－反転の構造を読
み解く』（ちくま新書、2008年）など著書多数。
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利
か
な
い
治
療
の
保
険
導
入
」

に
内
容
を
絞
り
込
ん
で
、
演
説

さ
れ
ま
し
た
。

　

加
藤
擁
一
先
生
は
、「
子
ど

も
の
義
務
教
育
課
程
修
了
ま
で

と
高
齢
者
の
医
療
費
無
料
化
」

と
、
さ
ら
に
「
歯
科
医
療
従
事

者
の
歯
科
衛
生
士
や
歯
科
技
工

士
の
低
賃
金
や
重
労
働
改
善
」

も
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
憲
法
25
条
の
生
存
権

に
基
づ
く
国
民
皆
保
険
制
度
を

守
り
抜
く
こ
と
や
、
８
０
２
０

運
動
の
発
祥
地
は
兵
庫
県
で
あ

る
こ
と
、
口
腔
内
の
健
康
格
差

を
な
く
し
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
に
つ

な
げ
て
い
く
に
は
「
保
険
で
よ

り
良
い
歯
科
医
療
」
は
欠
か
せ

な
い
こ
と
を
主
張
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
街
頭
宣
伝
は
６
月
４

日
か
ら
10
日
ま
で
の
歯
の
衛
生

週
間
に
行
わ
れ
、「
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
誰
も
が
、
お
金
の
心

配
の
い
ら
な
い
医
療
」
こ
そ
が

大
切
だ
と
訴
え
ら
れ
て
、
意
義

あ
る
も
の
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

歯
科
医
療
は
、
糖
尿
病
や
高

血
圧
や
動
脈
硬
化
や
認
知
症
の

予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
歯
科

医
療
の
充
実
が
国
民
の
健
康
維

持
増
進
だ
け
で
な
く
、
総
医
療

費
軽
減
に
も
な
る
こ
と
を
今
後

も
訴
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

兵
庫
連
絡
会
の
活
動
が
、
自

治
体
請
願
を
含
め
て
、
兵
庫
県

下
に
広
が
る
よ
う
望
ん
で
い
ま

す
。
医
科
・
歯
科
・
薬
科
・
福

祉
の
連
携
と
、
患
者
さ
ん
と
共

に
活
動
が
深
め
ら
れ
る
よ
う
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

吉
岡
正
雄
先
生
が
「
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
各
国
で
は
医
療
費
は
無
料

が
当
然
」
と
勢
い
よ
く
訴
え
ら

れ
た
こ
と
に
多
く
の
通
行
人
が

納
得
さ
れ
、
今
後
の
運
動
で
も

必
ず
訴
え
て
い
く
べ
き
内
容
だ

と
思
い
ま
し
た
。

【
赤
穂
郡
・
歯
科

 

白
岩　

一
心
】

　

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医

療
を
」
兵
庫
連
絡
会
は
、
神
戸

大
丸
前
に
て
、
街
頭
宣
伝
と
署

名
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
晴
天

に
恵
ま
れ
た
お
昼
下
が
り
、
週

末
の
土
曜
日
を
楽
し
む
多
く
の

人
た
ち
に
強
い
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

連
絡
会
の
代
表
世
話
人
の
吉

岡
正
雄
先
生
は
、
患
者
さ
ん
の

「
窓
口
負
担
軽
減
」「
保
険
の

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

木
曜
日
の
午
後
で
し
た
が
、

出
席
者
が
少
な
い
よ
う
で
し

た
。
講
師
は
社
会
保
険
労
務
士

の
桂
好
志
郎
先
生
で
、
年
金
の

歴
史
か
ら
話
さ
れ
、
労
働
者
年

金
保
険
法
が
昭
和
16
年
２
月
に

成
立
し
た
が
、
そ
の
目
的
は
国

民
の
暮
ら
し
の
た
め
で
は
な

く
、
戦
費
調
達
の
た
め
で
あ
っ

た
と
の
こ
と
で
意
外
で
し
た
。

　

年
金
の
し
く
み
、
年
金
定
期

便
の
見
方
、
受
給
資
格
期
間

（
原
則
25
年
）。
60
歳
よ
り
支

給
さ
れ
る
報
酬
比
例
部
分
の
年

金
は
、
65
歳
か
ら
の
老
齢
基
礎

年
金
の
繰
り
上
げ
支
給
と
は
違

い
、
65
歳
か
ら
も
老
齢
基
礎
年

金
は
満
額
支
給
さ
れ
る
の
で
申

請
す
る
よ
う
に
と
の
こ
と
で
し

た
。
と
に
か
く
自
分
で
申
請
し

な
け
れ
ば
権
利
を
放
棄
す
る
こ

と
に
な
る
そ
う
で
す
。
参
加
者

が
少
な
か
っ
た
分
、
き
め
細
か

く
質
問
と
回
答
が
行
わ
れ
、
大

変
有
意
義
で
し
た
。

　

講
演
の
後
は
総
会
、
懇
親
会

が
行
わ
れ
、
闘
竜
灘
を
眼
下
に

し
て
医
科
、
歯
科
の
先
生
方
と

食
事
を
し
な
が
ら
懇
談
を
行

い
、
医
療
環
境
の
厳
し
さ
が
話

題
と
な
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に

予
定
の
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。

 

【
三
木
市　

堀
井　

弘
幸
】

　

講
師
の
望
月
先
生
は
、
関
西

で
初
め
て
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
作
り
、
現
在
、

日
本
抗
加
齢
医
学
会
評
議
員
を

務
め
る
循
環
器
専
門
医
で
す
。

　

講
演
は
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ

（
抗
加
齢
）
医
学
の
目
的
（
健

康
長
寿
）
や
医
療
で
の
位
置
づ

け
に
始
ま
り
、
老
化
の
評
価
に

は
血
管
年
齢
、
神
経
年
齢
、
ホ

ル
モ
ン
年
齢
、
骨
年
齢
、
筋
年

　

６
月
10
日
北
播
支
部
総
会
・

記
念
講
演
会
に
出
席
し
ま
し

た
。
大
学
卒
業
以
後
、
大
学
病

院
研
修
医
、
県
立
病
院
、
日
赤

病
院
、
大
学
病
院
医
員
、
公
立

病
院
、
民
間
病
院
、
国
立
病

院
、
開
業
（
医
療
法
人
）
と
勤

務
が
変
わ
り
、
そ
の
都
度
、
共

済
年
金
、
厚
生
年
金
と
目
ま
ぐ

講演する桂社労士

感想文

年
金
の
仕
組
み
知
り
申
請
を

実践的なアンチエイジングの話を聞いた

齢
を
用
い
る
と
い

う
話
を
さ
れ
、
そ

の
測
定
方
法
と
値

の
読
み
方
を
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

　

血
管
年
齢
は
動

脈
硬
化
危
険
因
子

の
是
正
が
重
要
で

あ
る
こ
と
、
ホ
ル

モ
ン
年
齢
で
は
、

メ
ラ
ト
ニ
ン
、
成

長
ホ
ル
モ
ン
、
Ｄ

Ｈ
Ｅ
Ａ
に
つ
い
て

詳
し
く
解
説
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
ら
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
行
っ
た
抗
加
齢

ド
ッ
ク
で
の
検
査
デ
ー
タ
（
Ｂ

Ｍ
Ｉ
、
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
、

Ｐ
Ａ
Ｉ―

１
、
ホ
モ
シ
ス
チ

ン
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
、
Ｃ
ｏ
Ｑ
10

な
ど
）
を
示
さ
れ
、
抗
加
齢
ド

ッ
ク
は
生
活
習
慣
病
の
一
次
予

防
に
貢
献
で
き
る
可
能
性
が
あ

る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

後
半
に
は
、
食
事
指
導
の
話

や
血
液
検
査
で
の
デ
ー
タ
の
読

み
方
な
ど
、
実
践
的
な
話
が
あ

り
ま
し
た
。
食
事
指
導
で
は
、

糖
質
制
限
を
し
て
も
、
脳
は
ケ

ト
ン
体
を
栄
養
に
す
る
と
い
う

最
近
の
話
題
に
触
れ
、
血
液
検

査
で
は
、
尿
酸
は
抗
酸
化
物
質

な
の
で
値
に
注
意
す
る
、
低
ア

ル
ブ
ミ
ン
血
症
は
亜
鉛
不
足
を

示
唆
す
る
な
ど
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
患

者
か
ら
相
談
さ
れ
た
時
の
対
応

の
コ
ツ
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
最
後
は
日
常
使
用
し
て
い

る
降
圧
剤
、
高
脂
血
症
薬
で
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
効
果
（
認
知

症
予
防
、
動
脈
硬
化
予
防
、
Ｄ

Ｈ
Ｅ
Ａ
増
加
）
の
あ
る
薬
剤
の

具
体
名
を
あ
げ
て
解
説
さ
れ
ま

し
た
。

　

講
演
後
は
参
加
者
よ
り
多
数

の
質
問
が
あ
り
、
ま
た
、
粟
田

哲
司
先
生
の
軽
妙
な
司
会
で
、

参
加
女
性
の
た
め
に
（
？
）
ヨ

モ
ギ
茶
入
り
の
抗
糖
化
作
用
の

あ
る
ク
リ
ー
ム
で
肌
の
く
す
み

や
硬
化
を
予
防
す
る
話
を
追
加

さ
れ
ま
し
た
。

　

私
も
日
本
抗
加
齢
医
学
会
の

専
門
医
で
、
今
回
知
識
の
整
理

を
目
的
に
５
人
の
ス
タ
ッ
フ
と

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
大
変

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
ス
タ
ッ

フ
か
ら
は
「
少
し
難
し
か
っ
た

が
、
日
本
で
の
抗
加
齢
医
学
の

流
れ
が
わ
か
っ
た
」「
食
事
時

間
、
食
べ
方
に
気
を
つ
け
よ
う

と
思
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。

 

【
洲
本
市　

馬
詰　

裕
道
】

る
し
く
加
入
年
金
も
変
化
し
ま

し
た
が
、
若
さ
ゆ
え
全
く
年
金

な
ど
興
味
も
な
く
日
常
の
診
療

に
追
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

先
日
、
同
級
会
の
案
内
が
届

き
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
医
局

で
同
じ
釜
の
飯
を
食
っ
た
仲
間

が
集
ま
っ
て
、
還
暦
を
迎
え
た

者
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る
者
の
還

暦
祝
い
を
行
お
う
と
の
こ
と
で

し
た
。
最
近
細
か
い
字
が
読
み

づ
ら
く
、
眼
鏡
を
か
け
た
り
外

し
た
り
す
る
毎
日
の
私
に
と
っ

て
、
改
め
て
年
齢
を
感
じ
る
出

来
事
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う

い
う
折
、
年
金
に
つ
い
て
講
演

が
あ
る
と
の
こ
と
で
参
加
さ
せ

「保険でより良い歯科医療を」街頭宣伝

歯科医療の充実
　　訴え続けたい

感想文

「
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
」

検
査
デ
ー
タ
か
ら
薬
ま
で

淡
路
支
部

淡
路
支
部
第
32
回
支
部
総
会
・
記
念
講
演

　

淡
路
支
部
は
５
月
29
日
、
洲

本
市
文
化
体
育
館
で
第
32
回
支

部
総
会
を
開
催
。
26
人
が
参
加

し
た
。
同
志
社
大
学
生
命
医
科

学
部
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
リ
サ

ー
チ
セ
ン
タ
ー
研
究
員
で
、
香

川
県
・
橋
本
病
院
院
長
の
望
月

俊
男
先
生
が
「
ア
ン
チ
エ
イ
ジ

ン
グ
医
療
の
実
際
と
問
題
点
」

を
テ
ー
マ
に
記
念
講
演
し
た
。

感
想
文
を
紹
介
す
る
。

　

北
播
支
部
は
６
月
10
日
、
第

26
回
支
部
総
会
・
記
念
講
演

「
ど
う
な
る
開
業
医
の
年
金
〜

開
業
医
は
年
金
を
受
給
で
き
る

の
か
？
」
を
滝
寺
荘
で
開
催
、

７
人
が
参
加
し
た
。
参
加
者
の

感
想
文
を
紹
介
す
る
。

　

６
月
５
日
の
「
保
険
で
よ
り

良
い
歯
科
医
療
を
」
兵
庫
連
絡

会
の
街
頭
宣
伝
（
１
面
で
報

道
）
に
参
加
し
た
白
岩
一
心
先

生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

初心者のための 保険請求事務講習会（医科）
神戸会場②　８月28日（土）～29日（日）

西 宮 会 場　７月31日（土）～８月１日（日）

加古川会場　９月18日（土）～19日（日）

いずれの会場も、１日目：14時30分～17時30分、２日目：10時～15時

定員　各会場とも80人　参加費　7,000円（昼食代・資料代含む）

〈プログラム〉
　１日目　保険診療とは／窓口業務／薬剤点数計算など

　２日目　診療報酬請求の実務／レセプト作成実習（外来分のみ）

　※２日間とも参加された方には修了証を発行します

お申し込みは、☎078－393－1803　まで

医院経営研究会
～ご加入のおすすめ～
１年制カリキュラムで入退会随時、
会費月額2000円で例会参加費無料

就業規則／パソコンで日常記帳／
税務調査対策／自主記帳講座／パ
ートタイマー活用術／パソコン記
帳・決算／トラブル対策／税務個
別相談会／確定申告研究会／コー
チング／ホームページ作成／賃金
計算
お問い合わせは、
　☎078－393－1817　山田まで

2010年度例会カリキュラム（予定）

支　　部　　の　　催　　物　　案　　内支　　部　　の　　催　　物　　案　　内
■西宮・芦屋支部■第30回支部総会
日　時　７月10日（土）14時～
会　場　西宮市立勤労会館大ホール
記念講演　民族音楽の旅
　　　　ロビン・ロイドさんライブ＆トーク
お　話　ロビン・ロイドさん
※終了後、懇親会（無料）

■但馬支部■第24回支部総会
日　時　７月11日（日）13時30分～
会　場　但馬長寿の郷・郷ホール
記念講演　 思い出かたりは元気のもと～日常

ケアに役立つ回想法を楽しく学ぶ
講　師　出雲市民病院　鈴木　正典先生
※終了後、懇親会（無料）

■加古川・高砂支部■接遇研修会
日　時　７月17日（土）15時～
会　場　加古川商工会議所１階ホール
テーマ　 信頼関係を築くコミュニケ

ーション能力の向上
講　師　大阪樟蔭女子大学短期大学部講師
 松田　幸子先生
参加費　1,000円

■尼崎支部■第39回支部総会
日　時　７月17日（土）14時30分～
会　場　尼崎市労働福祉会館中ホール
記念企画①　 映画上映会「アフガンに命の水を

～ペシャワール会26年目の闘い」
記念企画②　音楽療法を体験してみよう
講　師　県立塚口病院音楽療法士　中西幸氏
※終了後、懇親会（無料）

日　時　７月24日（土）14時30分～
会　場　CSネットパソコン教室三宮駅前校
講　師　松田正廣税理士
PCインストラクター　花房　孝英氏
参加費　7000円
 （医経研会員はPC使用料1000円のみ）
定　員　24人（先着順）

お問い合わせは、 　　　　　
　☎078－393－1817山田まで

●医院経営研究会 ７月例会

パソコンで　　　パソコンで　　　
ガッチリ日常記帳ガッチリ日常記帳

第
26
回
支
部
総
会
・
記
念
講
演

北
播
支
部

北
播
支
部参

加
記
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「
最
小
不
幸
社
会
」と
い
う

〝
不
幸
〞な
ネ
ー
ミ
ン
グ

洲
本
市
･
歯
科　
藤
原 
 

知

　＝At the Pharmacy
 薬剤師の英会話①＝　
（１）服薬指導
　　　Instructions how to take medicines
（Case１）服用方法（薬の飲み方）
患者：How should I take this medicine?
どのようにこの薬を飲んだらいいです
か。
薬剤師：Take two of these tablets① ３ 
times a day after meals.②

この薬は１日３回、毎食後に２錠飲んで
ください。
患者：Is this antibiotics?
これは抗生物質ですか。
薬剤師：Yes, take one tablet every ６ 
hours.③

はい、１回に１錠、６時間ごとに飲んで
ください。
患者：Can I have anything for my bad 
headache?
頭痛には何かありますか。
薬剤師：Take one of these painkillers 
when you have pain.④

痛いときに、この鎮痛剤を１錠飲んでく
ださい。

①tablets：錠剤。カプセルはcapsule
②after meals：食後、一般的に食後30分
③every ６ hours：６時間ごと、抗生物
質などは一定時間ごとに服用の指示が出
ます
④when you have pain：痛みがある時の
頓服として

（Case２） １回に何錠、１日何回？　
どんな時に飲む？

患者：When and how much medicine 
should I take?
いつ、どれだけ薬を服用するのですか。
薬剤師：Take two of these tablets ３ 
times a day after meals.
この薬は１日３回、毎食後に２錠飲んで
ください。
Take one tablet every ６ hours.
１錠づつ６時間ごとに飲んでください。
Take this medicine 30 minutes before 
meals.
この薬は毎食前30分に飲んでください。
Take one of these tablets when you 
have pain.
痛いときに１錠を飲んでください。
Take this medicine as needed.
この薬は必要な時に飲んでください。
Take one tablet/package before you go 
to sleep.
この薬は寝る前に１錠／１包飲んでくだ
さい。
This medicine will last ４ days.
この薬は４日分です。
 【西宮市　坂尾　福光】
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程
度
映
し
て―

の
そ
れ
で
あ

る
。

　

彼
ら
は
、
現
体
制
の
中
で
資4

本
総
体

4

4

4

か
ら
資
本
を
持
た
ざ
る

4

4

4

4

4

4

4

も
の
総
体

4

4

4

4

へ
の
、
権
力
4

4

な
い
し

執
権
4

4

の
移
行
を
嫌
う
。
あ
く
ま

で
も
現
体
制
を
温
存
し
つ
つ
、

あ
れ
こ
れ
の
矛
盾
を
解
決
し
て

の
決
着
と
す
る
。
こ
の
場
合
の

決
着
は
、
た
だ
量
的
変
化
と
し

て
の
改
良
主
義
的
決
着
と
な

る
。

　

さ
て
こ
こ
で
改
め
て
、
彼
ら

が
説
く
日
本
を
元
気
に
す
る
政

策
を
覗
い
て
み
る
。

　

強
い
経
済
・
強
い
財
政
・
強

い
社
会
保
障
／
成
長
戦
略
・
税

制
抜
本
改
革
・
行
政
機
構
改
革

の
そ
れ
ぞ
れ
を
一
体
化
し
て
、

政
治
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
も
と
実
現
を
計
る
と
い
う
。

　

肝
心
な
何
か
が
脱
落
し
て
い

る
。
そ
う
、
日
本
人
と
日
本
を

深
く
蝕
ん
で
い
る
「
貧
困
」
と

「
格
差
」
で
あ
る
。

　

人
間
と
人
間
の
再
生
産―

〝
個
体
維
持
〞
と
〝
種
族
維

持
〞／
衣
・
食
・
住
と
そ
の
他

（
医
療
な
ど
）―

に
関
わ
る

「
貧
困
」。
そ
し
て
、
そ
の

「
貧
困
」
を
主
な
原
因
と
し

て
、
全
生
涯
を
通
じ
て
の
人
間

生
活
の
あ
り
よ
う―

誕
生
・
進

学
・
学
歴
・
就
職
・
職
階
・
住

宅
・〝
終
い
の
棲
家
〞・
文
化
と

医
療
環
境
な
ど―

に
関
わ
っ
て

出
現
す
る
「
格
差
」。

　

「
貧
困
」
と
「
格
差
」
に
つ

い
て
の
こ
う
し
た
本
質
的
な
深

い
理
解
と
衝
動
の
な
い
と
こ
ろ

何
を
言
っ
て
も
、
何
を
や
っ
て

も
駄
目
で
あ
る
。
そ
こ
に
泣
き

も
さ
せ
笑
い
も
さ
せ
る
、
そ
れ

で
い
て
暖
た
か
い
人
間
の
心
を

宿
ら
せ
る
こ
と
は
な
い
。

　

「
貧
困
」
と
「
格
差
」
か
ら

目
を
外
す
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
。「
貧
困
」
と
「
格
差
」
こ

そ
〝
不
幸
〞
を
呼
ぶ
疫
病
神
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
。「
最
小
不

幸
社
会
」
ほ
ど
た
わ
け
た
物
言

い
は
な
い
。

　

「
最
小
不
幸
社
会
」
の
実
現

を
目
指
す
と
い
う
。

　

ピ
ン
チ
に
強
い
、
逆
境
に
強

い
、
痛
み
に
強
い
人
が
あ
る
よ

う
に
、
不
幸
に
強
い
、
な
い
し

不
幸
に
鈍
感
な
人
も
い
る
。
そ

し
て
、
不
幸
と
感
じ
る
と
い
っ

て
も
、
そ
れ
を
情
感
す
る
当
人

に
よ
っ
て
、
そ
の
深
刻
度
は
さ

ま
ざ
ま
に
違
う
。
そ
の
限
り
で

不
幸
と
い
う
心
情
は
、
不
確
定

性
を
含
ん
で
あ
る
。
そ
の
こ
と

を
認
め
た
上
で
や
は
り
、
不
幸

は
不
幸
で
あ
る
。

　

さ
て
「
最
小
不
幸
社
会
」
に

も
不
幸
は
あ
る
、
た
だ
し
大
き

な
不
幸
は
だ
め
、
最
小
級
だ
け

の
不
幸
だ
け
が
存
在
す
る
、
最

小
不
幸
社
会
は
そ
ん
な
社
会
の

よ
う
に
読
み
取
れ
る
。

　

目
指
す
社
会
に
あ
っ
て
、
不

幸
の
根
絶
を
言
わ
な
い
で
そ
の

温
存
を
許
そ
う
と
す
る
。
不
幸

も
量
的

4

4

に
最
小
で
あ
れ
ば
い
い

と
す
る
。

　

そ
う
い
え
ば
、
沖
縄
の
不
幸

も
確
実
に
温
存
し
た
。
そ
の
上

で
不
幸
の
軽
減―

負
担
の
軽
減

―

だ
け
を
や
た
ら
に
口
に
し
て

み
せ
た
。

　

質
的
変
化
は
嫌
い
ら
し
い
。

そ
し
て
量
的
変
化
（
過
重
か
ら

軽
微
へ
）
の
レ
ベ
ル
で
は
多
弁

で
あ
る
。

　

私
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
菅
首

相
の
思
想
的
背
骨
は
「
社
会
民

主
主
義
」
の
一
変
種―

「
市
民

運
動
家
」
と
い
う
出
自
を
一
定

明細書発行の義務化
　医科診療所は2010年８月１日から
　歯科診療所は2011年５月１日から

〈明細書発行義務化〉
Ｑ１　レセプト電子請求（オンライン請
求またはフロッピーなど電子媒体による
請求）を行っている診療所は、いつから
明細書の発行が義務化されるのか
Ａ１　レセプト電子請求を行っている医
科診療所は、当初、2010年７月１日か
ら、「正当な理由」がない限り、原則と
して領収書発行の都度、明細書を無償で
発行することが義務化とされていまし
た。
　その後、６月11日付けの厚生労働省事
務連絡（疑義解釈その５）によって、医

研究部

保険請求
「休業保障制度」ご加入の皆様へ

悪質な風評営業にご注意ください悪質な風評営業にご注意ください
　最近、先生方から「保険会社の代理店を名乗る人物から『休業保障の説明に伺
いたい』と電話がかかってきた」とのご連絡をいただくようになっています。
　これは、自社取り扱いの保険商品への切り替えや売り込みを狙った、悪質な損
保代理店による風評営業です。
　協会の共済制度を受託している保険会社が、協会の「休業保障制度」の現状に
ついて説明に伺うことはありません。また、協会の「所得補償保険」を受託して
いる、三井住友海上の損保代理店が案内しているものでもありません。

　もし先生にこういった内容の電話がありましたら、お手数ですが協会共済部宛
（☎078－393－1805）にご一報ください。

歯科部会・経営研究会

増患対策と最先端レセコンの実際
～自主記帳にふれて～

日　時　７月11日（日）14時～17時
会　場　協会会議室
講　師　大阪歯科協会・西成区開業
 寺島洋幸先生
　　　　協会理事・西宮市開業
 加藤隆久先生
　　　　協会税経部長・西区開業
 吉岡正雄先生

お問い合わせは、
 ☎078－393－1809　吉永まで

科診療所は、実際にレセプト電子請求を
行うこととなる８月請求（７月診療分）
にあわせて、８月１日から義務化される
ことが示されました。なお、「正当な理
由」に該当する場合は、８月２日までに
近畿厚生局兵庫事務所に届出を行うこと
により、義務化が免除されます。
　歯科診療所についても、2011年４月か
ら義務化とされていましたが、同様に５
月１日からに変更され、５月２日までに
届出すれば免除となります。
Ｑ２　明細書発行義務化が免除される
「正当な理由」に該当する医療機関とは
どういうところか。
Ａ２　下記のいずれかの医療機関であれ
ば、「正当な理由」に該当し、明細書発
行の義務化が免除されます。
①明細書発行機能が付与されていないレ
セコンを使用している医療機関。
②自動入金機を使用しており、自動入金
機で明細書発行を行おうとした場合に
は、自動入金機の改修が必要な医療機
関。

所得補償
保険
所得補償
保険
所得補償
保険
所得補償
保険

お問合せは共済部までお問合せは共済部まで 078‒393‒1805078‒393‒1805

他の医師賠償責任
保険にご加入でない
先生方へ。

協会の「休業保障制度」にご加入いただけない方や、
上乗せ補償をご希望の方へ。

うつ病等の精神障害、認知症による就
業不能も補償／入院による就業不能
は１日目から補償／自宅療養（５日目
から補償）、代診もＯＫ／連続休業は最
長２年補償／再発の場合も含めて通算
1000日まで補償／地震などの天災に
よるケガも補償／協会「休業保障制度」
や医療保険、公的保険制度の給付に
関係なくお支払い

・医療上の事故、医療施設の事故を補償

（毎月加入受付）

ご家族、スタッフもご加入いただけます

医師賠償責任保険医師賠償責任保険医師賠償責任保険医師賠償責任保険

歯科定例研究会

歯が減る、溶ける
“Tooth Wear”とは

日　時　７月４日（日）14時～
会　場　協会会議室
講　師　東京医科歯科大学
　　　　小林　賢一先生
定　員　120人（事前申込順）

お問い合わせは、
 ☎078－393－1809　岡林まで



保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（研究部）☎078－393－1809（歯科）朝９時30分から

 ☎ 078･393･1801
Fax 078･393･1802
http://www.hhk.jp/

保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（研究部）☎078－393－1809（歯科）朝９時30分から

 ☎ 078･393･1801
Fax 078･393･1802
http://www.hhk.jp/

（８）第１６２６号(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞２０１０年(平成２２年)６月２５日(毎月３回５・15・25日発行)
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　日常診療において、しばしば粘膜下腫
瘍（SMT）様の形態を示す消化管癌に遭
遇する。大きなSMTやSMT様癌を疑った
場合は、経過観察は許されず組織診断を
含めた質的診断が必要である。食道・胃
・大腸におけるSMT様の形態を示す癌の
形態学的特徴と、消化管に発生する代表
的なSMTについて解説する。

１、SMT様癌の形態学的特徴
１）SMT様の食道癌
　SMT様の形態をとる食道癌の多くは、
類基底細胞癌、腺癌、腺扁平上皮癌、腺
様嚢胞癌、粘表皮癌、内分泌細胞癌、未
分化癌などの特殊組織型である。その頻
度は、表在癌で1.2％、進行癌で2.4％と
低い。形態形成の成因は、①表層上皮内
の癌細胞が主に上皮下へ進展した場合、
②食道腺（導管を含む）に由来する癌、
③食道内の異所性胃粘膜に由来する癌、
④著明な脈管浸潤をきたした場合、であ
る。本形態を呈する食道癌は、腫瘍の一
部には必ず上皮性の所見を伴うので、ヨ
ード（ルゴール）染色による観察が大切
である。そして、ヨード染色で淡染ある
いは不染部分から確実に複数個生検する
べきである。
２）SMT様の胃癌
　本形態の胃癌の頻度は、全胃癌の0.1
～1.3％とされる。本形態をとる胃癌も
組織学的に特徴があり、①リンパ球浸潤
の強い（lymphoid stroma）癌、②粘液
癌、③低分化髄様癌などが代表的であ
る。画像診断の特徴的所見は、①境界鮮
明な不整発赤、びらん、陥凹、②白苔の
辺縁のはみだし所見、③不整発赤や不整

びらん面が腫瘍中央部から偏位して存在
する、④腫瘍基部の血管透見像の不整所
見、⑤腫瘤の大きさに比べて中心潰瘍が
大きい、⑥bridging foldに不自然さを認
める、ことである。
３）SMT様の大腸癌
　占拠部位は、直腸＞S状結腸＞上行結
腸の順で、その32％がsm癌で、68％が
進行癌とされる。その成因として、①
non-polypoid growth（IIcから発生）を示
したもの、②粘液癌、③lymphoid stroma
やリンパ球浸潤を伴う腺癌、が多い。診
断にあたっては、インジゴカルミン撒布
を行い、不整びらんや潰瘍を同定するこ
とである。 また拡大内視鏡を用いた
pit pattern診断が有用であり、工藤分類
でVI~VN型pitの確認が診断に役立つ。

２、癌との鑑別が必要なSMT
１）GIST（Gastrointestinal stromal tumor）
　平滑筋、schwann細胞、神経細胞へと
分化しうる多潜能を有する未熟間葉系細
胞に由来する間葉系腫瘍である。本腫瘍
の特徴は、CD34あるいはc-kitの免疫染
色で陽性を示すことである。GISTの悪
性基準の詳細は、日本癌治療学会からの
GIST診療ガイドライン（http：//www.
jsco-cpg.jp/item/03/index.html）をご参
照いただきたい。一般的な臨床的悪性の
指標は、①腫瘍径が５㎝以上、②Delle
（デレ、潰瘍形成）を認める、③超音波
内視鏡で無エコー領域（液状壊死を反
映）を認める、④倍加速度１年以内であ
る、ことである。
２）悪性リンパ腫
　胃悪性リンパ腫は、胃MALTリンパ腫

とびまん性大細胞Ｂ細胞リンパ腫が多く
を占める。前者はヘリコバクター・ピロ
リ菌の感染に伴い発生すると考えられて
おり、除菌治療により70-90％が消失す
る。除菌治療に反応する病変は、腫瘍の
浸潤が粘膜から粘膜下層に留まるもの
で、t（11;18）（q21;q21）染色体転座＝
API２/MALT１融合遺伝子を認めない腫
瘍とされる。形態学的には、胃癌と異な
り、①隆起、潰瘍やびらん、巨大皺襞な
どの所見が多発かつ混在し、多彩な形態
を示す、②壁の伸展性が良い、③潰瘍は
円形から類円形、平皿状潰瘍で耳介状周
堤を形成する、④隆起型の場合、SMT様
の病変を呈するものがあるが小潰瘍を伴
っても蚕食像はない、⑤隆起の表面に
cobblestone様所見や、うろこ状粘膜の所
見を認める場合が多い、⑥超音波内視鏡
所見は、胃癌に比べて低エコーで、内部
エコーが均一である、といった特徴があ
る。最近、十二指腸濾胞性リンパ腫の報
告が増加している。白色顆粒状の隆起が
下行脚から深部小腸に多発するのが特徴
であり、悪性度は一般に低い。
３）カルチノイド腫瘍
　胃カルチノイド腫瘍の頻度は、消化管
カルチノイドの28.9％、胃全腫瘍の0.4
％とされる。Ａ型胃炎（自己免疫性胃
炎）に伴うことが多いが、その分類とし
て、Ⅰ型：萎縮性胃炎による高ガストリ
ン血症を伴うもの、 Ⅱ型：Multiple 
endocrine neoplasia typeI（MEN-I）/
Zollinger-Ellison Syndromeによる高ガス
トリン血症を伴うもの、Ⅲ型：ガストリ
ンとは無関係に発生するものがある。そ
れ ぞ れ の 腫 瘍 に 対 す る 治 療 法 は、

Gilliganらがガイドライン（Gilligan CJ，
Ph i l M，Law t o n GP，e t a l . G a s t r i c 
carcinoid tumors：the biology and therapy
of an enigmatic and controversial lesion.
Am J Gastroentrol 90：338-352,1995）を
提唱しているのでご参照いただきたい。
胃カルチノイドのリンパ節転移は、腫瘍
径の増大とともに転移率は高くなる。１
㎝以下では10％以下、１～２㎝で20数％
となる。また、粘膜下層に浸潤した腫瘍
では、胃癌と同様に15％前後のリンパ節
転移を認める。
　大腸カルチノイド腫瘍は、欧米では虫
垂に多いが、本邦では直腸が30％以上を
占める。肉眼的な特徴は白色から黄色調
のSMTで、中心陥凹、びらん・潰瘍を認
めるものが多い。大きさの増大と共に潰
瘍の頻度は高くなり、深達度も深くなる
傾向がある。超音波内視鏡所見は、第２
層（粘膜層）に接し、粘膜下層に主座を
もつ境界明瞭で均一な低エコー腫瘤とし
て描出される。腫瘍径が１㎝以上、病変
に中心陥凹や潰瘍を認める病変はリンパ
節転移が20％以上となり、外科的手術が
必要である。また、腫瘍が固有筋層に浸
潤すると50％以上にリンパ節転移を認め
る。

３、おわりに
　SMTと鑑別しなければいけない癌、逆
に癌と鑑別しなければいけないSMT、さ
らに手術を考慮しなければいけないSMT
の臨床的特徴について述べた。もし、診
断に迷う症例に出会った場合、経過観察
は行わずにぜひ、専門病院にご相談して
いただきたい。

癌との鑑別からみた消化管非上皮性
腫瘍（粘膜下腫瘍・SMT）の診断 

兵庫医科大学内科学上部消化管科　准教授　 渡　二郎先生講演

診療内容向上研究会診療内容向上研究会 第460回

日　時　７月24日（土）17時～19時 　会　場　協会会議室

講　師　兵庫医科大学　皮膚科　講師　上田英一郎 先生

共　催　シェリング・プラウ株式会社

皮膚疾患に対する心身両面からのアプローチ
～コミュニケーション法からトラウマ・ケアまで～〈メイン企画〉

日　時　10月24日（日）10時～17時　会　場　県農業会館（元町駅より南へ徒歩10分）
分科会　10時～正午過ぎ
医科・歯科・薬科交流企画（午後）
「歯周病と全身とのかかわり～糖尿病を中心として」
展　示　 ポスターセッション、情報ネットワークコーナー、医院新聞展示、あ

なたと私の展示会、救急フェスタ、ほか

第19回日常診療経験交流会
メイン
テーマ 育てよう‼地域のきずな

テーマ　 日常診療、在宅医療、地域医療、病診・診診、医科・歯科・薬科の連
携、工夫など。掲示板によるポスターセッション形式も歓迎。

発　表　発表10分、質疑５分、スライド10枚程度でお願いします。
申　込　別紙申込書で、テーマ、スライドの有無、枚数等をお知らせ下さい。
抄　録　400字程度で別途お送りください。　締　切　抄録とともに９月24日

お問い合わせ・お申し込みは、☎078－393ー1803　研究部まで

分科会発表の演題募集分科会発表の演題募集

〈プレ企画〉
・救急フェスタ－心肺蘇生法＆外傷処置（10月２日（土）14時30分～、農業会館）
・診療内容向上研究会（17時～、協会会議室）
　①「アドバンスド身体診察法」９月25日（土）17時～、協会会議室
　　講師： 筑波大学大学院人間総合科学研究科臨床医学系教授、筑波大学附属

病院水戸地域医療教育センター総合診療科　徳田安春先生
　②「ひらめき診断術『キーワードを探せ』」10月23日（土）17時～、同上
　　講師：藤田保健衛生大学一般内科・救急総合診療部准教授　山中克郎先生
・薬科部秋の文化講演会


